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H28年 柿生アルナ園 事業報告 
 

■基本方針 

Ⅰ．社会福祉法人制度見直しに対応して 
社会福祉を取り巻く環境変化に対応して、事業運営の透明性の向上、財務体質の強化及びコンプラ

イアンスの遵守、社会貢献活動における公益的な取り組み等を確実に実施するとともに、経営基盤の

強化、経営の効率化・安定化、職員の処遇改善、介護人材の育成や定着の為の様々な取り組みを実施した。 

 

Ⅱ．事業の経営管理に関して 
財務諸表等をもとに予算・実績管理を分析しアルナ園の現状を客観的に把握し、改善策及び、新規事

業の策定を実施した。 

経営管理の為に、経営資源（人的･物的･財政的･時間的･情報的資源）を確保し効率的、効果的に活用

する為に、経営の３要素（人事管理・財務管理・事業管理）からのマネジメントに尽力した。 

 

（１）根幹事業の成果について 

①施設の根幹収入である介護保険収入の維持・増収を図る為に、特養入所部門（H28の利用率は 94%

位）と短期入所（H28の利用率は 135%）の空床利用を効率的に組み合わせ、ベッドの稼働率アッ

プを図った。 

また、介護度の適正化を随時確認するとともに、介護度 4～5の方を積極的に受け入れることや、

「エネルギー使用合理化等事業者支援補助金」、「職場定着助成金」等の各種補助金や加算の計画

的取得を目指した。 

 

②経費節減と人材確保を両立させる為に、昨年に引き続き、業務の効率化・能率化・時間短縮を促

進する為のルールの見直しと業務マニュアルの作成を継続推進し標準化するとともに、介護人

材の確保の為の求人活動を計画的かつ効率よく実施した（「麻生区インフォメーションボード

《広告掲示》」等、計１５の媒体を利用）。同時に、部署を超えた協力体制（事務の居宅業務補助

等）を敷き、適材適所の人事異動（介護職から事務職へ）や外部ボランティア等の積極活用を推

進（昨年実績 396 名、今年度実績 435 名）する等、臨機応変に人材不足に対応した。これに加

え、消耗品・必要備品等の計画的購入にネットによる価格比較購入を積極的に導入し経費節減を

はかるとともに、電力自由化に基づき光熱費の積極的見直しを検討した。 

 

（２）処遇改善の取り組み 

職員の“社会福祉事業に従事する専門職としての成長”を支える為に、また“職員処遇の適正化”

を目標として、人事管理規定及び人事基準関連規定等の策定と就業規則及び給与規定等の改定を

推し進めた。キャリアパスとタイアップしての取り組みの為、さらなる変更訂正も含め継続検討を

重ねている。 

 

（３）新規事業立の取り組み 

社会福祉充実計画に基づき、最大５カ年計画で設立運営を目指して策定を実施。新規事業内容に

関しては行政の動向も踏まえ検討を重ねる必要がある為、従来の全面建て替え計画を変更し大規

模修繕計画の策定を中心に検討を重ねた。先の計画に基づき、柿生アルナ園では H29 年度より本

格的に施設改修・増築に向けて具体的に設計施工等の業者選定を行い、適宜予算を執行していく。 
 

（４）労務管理の取り組み 

H27年 10 月 1日から導入が開始された「マイナンバー法」、及び H27 年 12月 1 日から「労働安

全衛生法」に基づき導入されたストレスチェック制度に応じて、計画的に全職員に周知徹底を行

い、個人情報保護法に十分に配慮した取扱方法に則り、円滑な制度運用に努めた。 
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Ⅲ．地域貢献の取り組みについて 
前年度と同様、地域貢献活動の拠点として施設資源を広く地域に提供するとともに、外部ボランテ

ィア、福祉人材の養成、地域の見守り支援、居場所づくり、町内会・民生委員との連携、及び「ご近所

ネットワーク」の開催等を積極的に推進した。この他にも県社協のライフサポート事業に参加を決定

し、ＣＳＷを 3名設置した。また、麻生区移送サービス等への参入をはじめとして、介護生活支援を必

要とする地域住民に向けての支援活動・事業の実施について、具体的に検討を進めた。 

 

 

H28年度 取り組みの一例 

（1）広域社会貢献協力活動 

・青少年更生保護事業の定期受託協力  ・社会貢献自動販売機「夢の貯金箱」設置 

・振込詐欺注意喚起用かもめーる協賛 

（2）麻生区・柿生地区・近隣地区貢献活動 

・会議室の貸出・麻生区地域安全パトロール ・送迎車防犯パトロール協力 ・地域防災訓練協力推進 

・地域どんと焼き協力 ・柿生地区納涼祭協力 ・妙福寺施餓鬼会協力 

（3）地域包括ケア関連活動 

・アローチャート研修会の主催 ・介護講座の実施 ・ご近所ネットワーク 

・ケアマネ研修会及び地域民生委員会議の推進  

・地元町内会行事開催協力及び園庭の無料貸出 

・健康維持増進活動の推進（３Ｂ体操・太極拳等） 

（4）教育貢献活動 

・各種職場体験学習 ・柿生中学校へ体験用車椅子貸出 ・聖マリアンナ医科大学実習協力 

・教員教育実習の受け入れ  

（5）募金等協力活動 

・熊本震災募金活動協力 ・赤い羽根募金協力 

 

 

Ⅳ．各種ボランティア活動の受け入れ促進 
地域に開かれ地域とともに歩む特養アルナ園を体現する為に、ボランティア受け入れ促進管理窓口

を事務所に設け一元管理することにより、ボランティアの新規養成並びに、ボランティアと介護現場

との円滑な結びつきを促進した。結果として、入所者の日々の生活に潤いを与えだけでなく、新たに導

入を開始した介護補佐担当者と相まって、側面から介護職の仕事を補完する役割を果たした。 

 

Ⅴ．施設改修・機械類の交換修理について 
30 周年記念事業の一環として、入所者及び介護職の労働環境の改善・利便性を図る為の施設設備の

改修工事及び、大型の備品機器等の修繕交換に関する実施計画を立案した。具体的な実施に関しては、

案件別に助成金確保の可能性を踏まえて実施した。また、本年度未実施の計画に関しては、法人の社会

福祉充実計画の策定と並行して総合的見地から次年度以降に順次実施していく。 

 

Ⅶ．震災害対策について 
（１）大震災等発生に備え、第 2次避難所会議に出席。万一の場合、「麻生区地域防災計画」に基づき

川崎市及び麻生区と連携し、施設利用者の安否の確認と安全確保、施設の被害状況の把握に努め

ると同時に被災者の受け方法について意見交換を行った。 

（２）基本的に毎月一度の園内防災訓練を実施するとともに、日頃から避難経路、防火器具等の点検・

確認を行い、不測の事態に備え、適切に対応出来るように訓練を実施した。また、地域防災の拠点

として地域の住民と協力して年数回、防災訓練を実施し、地域社会との連携を図った。 
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■特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 
Ⅰ．運営目標  
当法人が掲げる基本理念及び経営方針に基づき、利用者の自立支援に向け職員一丸となって次の項

目に添ってより良い介護を進めた。 

（１）利用者が常に安心し安全である介護に努めた。 

（２）利用者が常に快適な環境の下生活が出来る介護に努めた。 

（３）利用者が常にさわやかな雰囲気の中で生活が出来る介護に努めた。 

（４）利用者が常に楽しく一日の生活が送れる介護に努めた。 

（５）利用者が常に納得の得られる押し付けでない介護に努めた。 

 

Ⅱ．重点目標 
（１）感染症の予防対策について 

感染症の予防対策の強化については、感染症や食中毒が施設内でまん延しないようにあらゆる

情報を収集し、発生の恐れがある時には、早期に感染症対策委員会を開催し、感染の拡大を最小限

に留めることが出来た。また、感染症の発生種類に応じ、消毒液を選択して実施をし、効果を上げ

ることが出来た。衛生委員会にてインフルエンザ対策の話し合い等を行ったが、機動的に開催し、

きめ細やかな対策を考え実施することが出来た。また、流行期に感染対策委員会の開催を増やしたこ

とで、今年度の入所者の罹患を防止することが出来た。 

（２）災害への備えについて 

災害に備え、緊急用品を用意することに関しては、水・食料等物品の一覧表を作成し、金庫に保

管し年１回の見直しを行った。 

『災害時要援護者施設等用土砂災害対応マニュアル』を作成した。今後現場職員の意見を反映

し、より具体的なものとし、災害に備える。 

（３）利用者、家族とのコミュニケーションについて 

利用者、家族とのコミュニケーションを大切に考え、日々の会話や関わりに意識をもって対応す

るよう心掛けた。例年通り家族懇談会を実施し、園の状況説明や報告を行うとともに、ご意見ご要

望をうかがう機会をもった。 

（４）入所待機者の情報収集について 

退所者に備えた入所待機者の情報収集・面接を行ったが、短期間に死亡退所が続いたことや面接

後に入所決定した方が入所されないこともある等の理由で、欠員補充に時間がかかることがあっ

た。空床についてはショートステイ希望者の利用を案内し、空きベッドの有効活用が出来た。入所

希望者の相談受付を行うとともに、待機期間のサービス利用について情報を提供した。入所待機者

の事前面接調査を実施し（年間 12名）、待機施設・病院・家族との連絡調整を行った。 
 

入所待機者数（平成 29 年 3 月 31 日現在） 

 
 

（５）日々のケアについて 

利用者一人ひとりを尊重したケアの提供を、全職員で日々意識して心掛けた。接遇目標を毎月定

め、目標に向かい各職員が意識をもちケアに取り組めるよう努めた。接遇、アンガ―マネージメン

ト、認知症ケアに関する施設内研修を実施し、職員のコミュニケーション技術とケアサービスの質

の向上や、職種間で円滑に連携したチームケアに取り組んだ。 

（６）咀嚼・嚥下困難者の対応と健腸長寿について 

利用者の ADLの低下に伴い、嚥下困難者が必然的に多くなってきている。現状の健康状態を維持

していく為に、少しでも食事を摂取して頂けるように、全員が創意工夫をこらし、一方そのことに

ついての研鑽と研修を重ねて、介護技術の向上を図って、誤嚥性肺炎の発生防止に努めた。 

（７）経営改善の推進性と公開性の維持について 

経営改善の推進については、人件費の削減に努め、直接雇用を心掛けた。また、消耗品等の購入

にインターネットを活用する等経費節約に努めたが、まだ不十分であった。公開性の維持に関して

は、施設の公益性を考え財務等インターネットで公開をしたが、第三者評価までにはいたらなかった。  

  

121 名 182 名 303 名

男性 女性 合計
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（８）看取りケアについて 

7名の方の看取りを行った。嘱託医の協力を得て、穏やかに最後を迎えられるよう援助した。 

 

Ⅲ．利用者援助  
１．援助方針 

（１）利用者の立場にたち、常に同じ姿勢、態度で統一した援助活動を行えるよう心掛けた。 

（２）利用者の自己決定と権利を尊重し、一人ひとりの自立を支援出来るような、活気ある生活づくり

を心掛けた。 

（３）生活空間、活動範囲の拡大を目指し、利用者の目的達成や楽しみに繋がる生活が実現出来るよう

援助した。 

（４）地域社会との交流を積極的に行った。 
 

２．生活相談援助 

（１）相談業務 

家族面会時の声掛けや電話で利用者状況を伝えることを心掛け、相談しやすい環境づくりに努

めた。日頃の声掛けや普段の様子から情報収集を行い、利用者の悩み･トラブル･心配事等に積極的

に取組んだ。 

（２）家族懇談会の実施 

園からのお知らせや行事の説明等をするとともに、家族のサービスに対する要望をうかがい、利

用者と家族との交流の機会をつくるよう努めた。 
 

家族懇談会開催 3 回／年 

５月・１０月・・・各担当者からの連絡、終了後衣類販売を実施。 

２月・・・・・・・各担当者からの連絡、終了後は餅つきを実施。 

（３）投書箱の設置 

投書箱への投書はなかったが、数件の苦情が寄せられた。申し出者に苦情の内容を確認し、職員

間でその内容を共有した上で改善案、対策案の確認を行った。また、申し出者に対して円滑な解決

となるよう対応するとともに、サービスの質の向上に繋がるよう努力した。 

事故発生予防対策委員会 

・要綱に基づき、サービス利用者の事故予防に努めた。また、発生後は迅速な対応・報告・連絡・

検討・改善を行い、安全・信頼性の確保とサービスの質の向上に努めた。 

・事故の対応職員は施設長に報告するとともに、ヒヤリ・ハット・事故報告書を提出し内容を全

職員に明らかにした上で予防策・解決策等を検討し、速やかな対応と家族への報告に努めた。

また、事故発生予防検討委員会にて報告内容の統計と分析、改善案の評価を行うことで、更な

る発生の防止に努めた。 

・平成 28年度報告総数 157件（内訳:ヒヤリ・ハット 6件、事故 151件） 
 

３．利用者生活援助 

（１）食事 

ケアプラン（ケース会議）により、嚥下困難者にはゼリー食、高カロリードリンク、小皿メニュ

ー等様々な提供方法を提案し、栄養・医務・介護の連携の下、口から摂取して頂けるよう努力を重

ねた。また、行事食を楽しんで頂く為に見た目を工夫し、おいしく楽しめる食事の提供に努めた。

昼食前に毎日嚥下体操を行い、口から美しく食べて頂けるようメニューの説明等を行った。 
 

食事形態            平成 29 年 3 月 31 日現在 在籍 77 名 入院 2 名 在室 75 名 

 

常菜 8 10 常菜 2 0

刻み菜 5 4 刻み菜 7 1

刻みみじん菜 1 0 刻みみじん菜 0 1

みじん菜 1 0 みじん菜 7 2

15 14 ミキサー菜 1 6

粥ゼリー菜 4 5

胃瘻食 0 5 21 15

1階(鶴) 2階(亀)
形態

ごはん

合計

合計

粥

居室 居室

形態
1階(鶴) 2階(亀)
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（２）入浴 

5月菖蒲湯、12月柚子湯を行い入所者に季節を感じて頂けるよう対応した。8月より中間浴槽を新機

種に変更取扱いやすくなり安全性等向上、入浴が安全に安心して行えるようになった。 

（３）排泄 

・随時ポータブルトイレの点検清掃を実施した。 

・尿量測定を実施した（年 1回/11月～12月にかけて 1人 5日間実施） 

・パット表 2～3ヶ月に 1回の見直しを行った。 

・排泄使用バケツやオムツ袋バケツの清掃を実施した。 

（４）環境衛生 

・居室内外の整理・整頓及び清掃に努めた。 

・園内の消毒液を、0.1％次亜塩素酸消毒液から弱酸性次亜塩素酸除菌水へ変更した。（商品名：

シックシャット）援助にあたる際は、エプロンの使用・手洗い・消毒等心掛けた。 

（５）レクリエーション 

生活の活性化を図り、利用者の楽しみに繋がるものを積極的に取り入れた。 

（６）リハビリテーション 

・水分・排泄・食事・運動を基本の柱とし、活動を進めた。 

・新人職員入職後、移乗研修実施した。 

・年 2回の水分チェックの実施（平均水分量 1113ｍｌ）により、水分量の実態が把握出来た。 

・毎週の水曜日の PT回診の為、身体状況に変化がある場合は、すぐに PTによる確認がとれた。 

・リハビリ回診者延 1852人に実施した。 

（７）余暇活動 

余暇外出については、職員の人員不足により外出に必要な付添職員の確保が難しく、昨年度 11

回の実施が今年度は 2回に減少した。（余暇外出先は、囲碁将棋オセロ大会、麻生区市民館でのふ

れあい合唱コンサート）外出やクラブ活動等に参加することが心身の状態により難しい利用者に

関しては、園庭での散歩や日光浴を随時実施した。 

家族付添の外出については、昨年は 77名だったが今年度は 102名と増大が見られた。家族の協

力も多く、外出先での排泄や食事に関する家族介護支援を行った。 
 

外出・外泊・余暇外出の状況 

 
 

（８）クラブ 

クラブに関しては、ボランティアの方々の協力を得てほぼ例年通りに実施することが出来た。またク

ラブ以外でも民謡や紙芝居、楽器演奏、マッサージ、エステ、傾聴等のボランティアを随時受け入れた。

次年度は、実習生の協力等も得ながら職員主体の創作クラブの充実を目指していくこととした。 
 

クラブ実施状況 

クラブ名 実施回数 参加人数 

華道 19 回 219 人 

書道 18 回 135 人 

音楽 12 回 221 人 

俳句 9 回 8 人 

創作 2 回 12 人 

余暇・クッキング 5 回 91 人 

籐工芸 10 回 80 人 
 

（９）行事 

平成 28年度より、デイサービス土曜営業開始しており、3大行事の際にデイサービスも参加す

る形で話し合いを行っていた。しかし、特養利用者家族が多く来園することと、デイサービス利

用者の活動場所の確保が難しく、結果的にデイサービスを計 3回休業した。次年度以降、日曜日

に日程を変更することを視野に入れ、検討することとした。 

性別 

 活動内容

外出 27 名 75 名 102 名

外泊 8 名 10 名 18 名

余暇外出 1 名 2 名 3 名

男性 女性 合計
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①納涼祭（7月） 

・さわやかふれあい祭りを、納涼祭、敬老会と分けて開催した。 

・個人ボランティアの募集を新たに行い、常連のボランティアの方以外に 5 名のボランティア

の方が来園され、模擬店等大盛況だった。 

②敬老会（9月） 

・100歳の方と今年度は、日常的にお手伝いを頑張ってくださった入所者の表彰状と感謝状を新

しく作成しお渡しした。 

③アルナ祭（11月） 

・家族向けの弁当販売を人員不足解消の為、移動販売へ変更した。 
 

行事等 

月 日 行事 内容 

4 
2 お花見 園庭の桜を楽しむ 

8 お花祭り 花見堂を飾り甘茶を飲む 

5 
7 昼食会 3 階にて入所者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

28 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

6 
11 運動会 食堂にて競技を楽しむ 

23 囲碁将棋大会 市老人福祉施設事業協会主催 市民プラザにて 

7 
21 夜間(想定)防災訓練 － 

23 納涼会 館内で催し物を楽しむ 

8 
13 お盆 迎え火 

15 お盆 送り火 

9 

6 花火遊び ふれあい広場にて楽しむ。 

10 敬老会 館内で催し物を楽しむ 

20 供養祭 妙福寺の御住職によるお彼岸の法要 

10 
1 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

8 昼食会 3 階にて入所者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

11 7 アルナ祭り 地域の方々と共に楽しむ 

12 24 クリスマス会 ケーキと特別献立を楽しむ 

1 7 新春の集い マジックショーを楽しむ 

2 
3 節分 豆まき 

25 家族懇談会・餅つき つきたてのお餅をその場で楽しむ 

3 11 運動会 食堂にて競技を楽しむ。 

※ 毎月 15 日を供養の日とし、1 階談話室前に釈迦御を飾り、物故者の霊を慰める 

※ 毎月第 3 土曜日に食堂において、お誕生者にお祝いのカードを贈る 
 

（１０）個別援助 

①個々の入所者の人権を尊重し、「自分らしく」生きることが出来るように援助した。 

②要介護度の変更時や状態の変化時にはサービス担当者会議を開催し、現状の問題を明らかにし

た上で、適切なサービスが計画的に提供出来るよう検討して新たな施設サービス計画書を作成

した。内容については、可能な限り本人と家族の希望に基づいて検討し、利用者・家族に内容を

説明し同意を得られるよう努力した。また、新入所者については、入所日に入所時暫定ケアプラ

ンを作成し、園生活に慣れて頂いた頃（入所後約１ヵ月を目安）に、日常生活のケアの状況、要

望に応じて初回の計画書を作成していたが、入所前の面接等で得た情報と利用者や家族の希望

をもとに、入所日に初回の施設サービス計画書を作成することとした。 

・サービス担当者会議  １００回／年実施した。 

・モニタリング用紙、ＡＤＬ表を活用した。 

・長谷川式簡易知能評価スケール（ＨＤＳ－Ｒ）を年２回実施し、認知症の方にはプランに反映

出来るように検討し、家族への報告に努めた。 
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③サービス担当者会議に、利用者に出席して頂く、または事前に利用者にご要望をうかがうことで

ニーズ把握に努めた。また認知症にて利用者から聞くことが難しいこともある為、面会時に家族

と話し、ご意見・ご要望をうかがうよう努めた。 
 

サービス担当会議開催状況（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月迄） 

 
 

④要介護認定の有効期限の確認と申請の援助を行った。また、有効期限内においても状態に著しい

変化が認められた場合は、区分変更の申請の援助を行った。 

⑤ケース会議は不定期開催となった。ケアプランサービス担当者会議での決定内容を中心に据え、

何か変化があった場合、必要と思われる場合に速やかに関係部署の職員が集まりミニカンファ

レンスを行い、利用者サービスが継続して行えるように努めた。 

（１１）家族交流 

①年間行事予定表を受付に設置し、行事の参加及び外出・外泊の積極的な協力を求めた。家族との

外出が、昨年度より約 30％増だった。 

②入所者及びアルナ園との交流を密にする為に、積極的にアプローチを行った。 

③家族懇談会にて施設の現状を伝達し、家族の意見をうかがう機会を設けた。また家族懇談会と行

事を同日に実施することで、利用者と家族の交流の機会を支援した。 

④施設サービス計画書作成にあたり、要望を確認するとともに、実現に向けて面会等園での生活に

協力をお願いした。 

⑤毎月お誕生者を園内でお祝いし家族にお祝いカードを送付した。家族でのお祝い会を希望され

る場合には、場所・移動・食事面について家族が対応しやすい援助を行い、家族と利用者が安心

して共に過ごせる会となるよう支援を行った。 
 

日課表 

時間 入所者日課 職員業務日課 

04：30 オムツ交換 オムツ交換・排泄介助 

06：30 起床・洗顔・身支度 モーニングケア・有熱者検温 

07：00  朝食セット・離床介助・誘導 

08：00 朝食・トイレ 摂食介助・トイレ誘導・排泄介助・歯磨き介助 

09：00 オムツ交換 申し送り・オムツ交換・排泄介助 

10：00 入浴・水分補給 配茶・入浴介助 

10：30 リハビリ・クラブ(随時) リハビリ介助・クラブ介助（随時） 

  
リネン交換(月・火・木・金・日) 

オムツ交換・排泄介助・離床介助 

11：00  誘導 

12：00 昼食・トイレ 摂食介助・誘導・歯磨き介助 

13：00 オムツ交換 （休憩）・オムツ交換 

14：00 入浴準備・趣味 リハビリ介助（随時）・入浴準備等 

14：30 入浴 入浴介助 

15：00 おやつ 離床介助・配茶・摂食介助・記録 

17：00 オムツ交換 オムツ交換・排泄介助・離床介助 

17：30  誘導・申し送り 

18：00 夕食・トイレ 摂食介助・誘導・歯磨き介助 

19：00 水分補給 配茶 

19：30 オムツ交換 オムツ交換 

21：00 消灯・就寝準備(着替え等) 消灯・巡回・就寝時与薬・有熱者検温 

23：00  巡回 

01：00 オムツ交換 オムツ交換 

02：00  有熱者検温 

03：00  巡回 

 

実 施 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

実施件数 7 8 7 10 8 9 7 8 9 9 9 9 100
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週間・月間予定表 

 第 1 週 第 2 週 第 3 週 第 4 週 

月 特浴 特浴  特浴  特浴  

火 特浴 足浴 Dr 回診 特浴 足浴 Dr 回診 特浴 足浴 Dr 回診 特浴 足浴 Dr 回診 

水 PT 回診 PT 回診 PT 回診 PT 回診 

木 
AM：一般浴 足浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM 中間浴 

余暇外出 足浴 

金 特浴 Dr 回診 特浴 Dr 回診 特浴 Dr 回診 特浴 Dr 回診 

土 特浴 特浴 特浴 特浴 

日 
AM：一般浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM：中間浴 

AM：一般浴 

PM：中間浴 

 

平成 28 年度 利用者実績数（特養・短期入所者） 

 

 

要介護度の推移 

 
  

4月 2,298 76.60

5月 2,412 77.80

6月 2,392 79.73

7月 2,483 80.09

8月 2,486 80.19

9月 2,314 77.13

10月 2,393 77.12

11月 2,344 78.13

12月 2,364 76.25

1月 2,382 76.83

2月 2,150 76.78

3月 2,350 75.80

合計 28,368 77.72

ひと月の利用者数
(人/月)

1日平均利用者数
(人/日)

自立 0 0

要支援 0 0

要介護1 2 0

要介護2 5 5

要介護3 22 26

要介護4 25 19

要介護5 24 26

要介護度平均 3.82 3.86

平成28年
4月30日現在

平成29年
3月31日現在
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入退園状況 

 
 

４．健康管理 

（１）病気の早期発見と早期治療に努めた。 

・毎日巡回時に体調をチェックし、病気の兆候があった時には受診に繋げた。 

・定期健康診断を実施し、結果について嘱託医に報告の上、事後検討を行った。 

（２）精神面の安定を図るよう努めた。 

・入所者に対して言葉によるストレスを与えないように、否定的な発言を避け、固定観念に囚われ

ず聴くように努めた。 

・認知症の心理状態について学び、適切な対応が出来るように心掛けた。 

・不穏な状態が続いた場合、医師に相談し、受診に繋げた。 

（３）感染症予防対策の強化 

①感染症予防対策のマニュアルに従い、インフルエンザ、肝炎、疥癬、ノロウイルス等の予防に努

めた。今年度より園内の消毒液を、0.1％次亜塩素酸消毒液から弱酸性次亜塩素酸除菌水へ変更

した。（商品名：シックシャット） 

  

男性 女性 男性 女性

死亡 3 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名) 自宅 2 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 1 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 0 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 0 名・病院 0 名・老人保健施設 1 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 2 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 0 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 1 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 2 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 0 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 0 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 0 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 2 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 0 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 4 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 0 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 1 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 2 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 2 名) 自宅 1 名・病院 0 名・老人保健施設 1 名
長期入院 0 名 グループホーム 1 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 2 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名) 自宅 2 名・病院 0 名・老人保健施設 0 名
長期入院 1 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 1 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名) 自宅 0 名・病院 0 名・老人保健施設 1 名
長期入院 0 名 グループホーム 0 名・有料老人ホーム 0 名

死亡 18 名( ﾀｰﾐﾅﾙ 6 名) 自宅 10名・病院 0 名・老人保健施設 5 名
長期入院 1 名 グループホーム 2 名・有料老人ホーム 0 名

＜要介護度内訳＞ ＜要介護度内訳＞

1 名  介護度1 0 名

0 名  介護度2 1 名

2 名  介護度3 10 名

4 名  介護度4 10 名

7 名  介護度5 3 名

退所者用介護平均 入所者用介護平均4.36 3.47

介護度1

介護度2

介護度3

介護度4

介護度5

0 2

0 1

3 14

0 0

0 2

0 3

0 1

1 0

0 0

0 1

0 1

1 1

2 17

0

合計

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

0

1

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

2

4

2

3

0

1

0

1

0

入　所

内　訳

退　所

0 3 1 2

内　訳
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②感染予防対策委員会を三ヶ月毎に開催し、特に罹患率の高い流行期に入所者及び職員に発熱等

の症状が出現した時は、委員会を開き注意喚起をした。また、園内での感染・流行の恐れが考え

られる場合は、直ちに緊急対策委員会を招集し、感染拡大の防止の為緊急措置をとる。 

（４）体力及び身体機能を維持し、低下を防ぐ為実施した。 

（５）家族との連携を密にし、理解と協力を得るよう努めた。 

・面会時や家族懇談会の場を利用して、入所者の体調等をお伝えし、コミュニケーションをとるよ

うに努めた。 

・受診時は、付き添いの協力をして頂いた。 

（６）毎週火曜日と金曜日に、嘱託医の診察を行った。体調不良者は随時報告し、指示を仰ぎ適切な看

護に努めた。 

（７）嘱託医の協力を得て、穏やかに最後を迎えられるよう援助した。 

（８）職員の健康管理について 

・春・秋に健康診断を行った。 

・11月にインフルエンザの予防接種を実施した。 

・調理職員の検便を毎月実施した。 

（９）個人情報の保護に努めた。 

（10）災害時に備え、救急用物品を倉庫に用意した。 
 

処置状況(救急車要請状況 平成 28 年度救急車要請 1 件) 

 

受診状況（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月迄） 

 

実施月

処置内容

外 科 処 置 390 443 382 356 346 270 369 296 305 298 280 299

皮 膚 科 処 置 242 251 262 265 221 215 404 327 304 305 290 316

口 目 耳 処 置 378 388 375 393 387 358 379 408 316 343 337 399

胃 瘻 161 179 204 200 207 174 155 185 188 178 140 155

12月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1月 2月 3月 合計

4034

3402

4461

2126

実施月 

 科目 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延

内　科 28 41 12 15 13 13 15 24 10 13 8 8 10 19

外　科 0 0 1 2 1 1 3 3 0 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4

整　形 1 1 3 3 1 1 3 3 3 6 1 3 1 1

脳外科 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 1

歯　科 16 37 10 27 7 16 6 11 7 17 8 17 9 17

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿科 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 2 4 2 3 1 1 2 2 0 0

耳鼻科 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 3 1 1

計 46 80 26 47 27 39 29 44 22 38 20 33 27 44

入　院 5 名 2 名 2 名 6 名 5 名 4 名 3 名

実施月 

 科目 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延

内　科 11 13 16 19 17 22 23 36 40 71

外　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

皮膚科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

整　形 1 1 1 1 1 1 3 4 0 0

脳外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歯　科 7 16 6 19 4 10 3 6 9 22

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耳鼻科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

計 21 32 23 39 22 33 29 46 49 93

入　院 5 名 5 名 3 名 4 名 1 名 名45

9月 10月4月 5月 6月 7月 8月

11月 12月 1月 2月 3月

341 568

203

5

5

19

0

7

92

0

4

実 延

合　計

10

64

294

6

5

25

3

215

0

4

0

2
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５．栄養・食事サービス 

（１）栄養ケア・マネジメントの実施について 

栄養ケア・マネジメントにより利用者の低栄養状態予防と維持・改善に取り組んだ。利用者個々

の栄養状態をスクリーニングからリスク判定し（低リスク・中リスク・高リスク）、アセスメント・

モニタリングを実施し、施設サービス計画書から栄養ケア計画書を作成し、低栄養状態予防と維

持・改善に取り組んだ。 

①喫食状況を確認し、摂取量を算出し、提供量の調整を行った。 

②毎月の体重測定から体重減少・増加率を算出し、原因を考えて対応を行った。 

③医師・医務室と連携し、褥瘡の改善に取り組んだ。 

④嚥下力が弱くなってきた方を医師に相談しながら経口維持食（個々に作成）を提供した。 

⑤食事形態の確認、嗜好・アレルギー・薬の影響への対応を行った。 

⑥各人の持ちやすい茶碗、介助用スプーンの使用等食器の工夫を行った。 

⑦下痢・発熱者に随時『梅ご膳』を提供した。 

⑧行事食ファイルを作成した（ファイルの内容：献立作成・写真・反省） 

⑨毎朝食時に自家製ヨーグルトを提供し、食中毒の予防に努めた。 

（ビタミン A、B1、B2、D3、カルシウム、カリウム、亜鉛付加） 

⑩柿生野菜生産直売会（ＪＡセレサ）から週 1 回地場野菜を購入し提供した。 

⑪嚥下困難な方々への水分補給として、ポカリゼリーやお茶ゼリーを提供した。 
 

基本栄養量と給与栄養量の比較 

栄養素別（単位） 給与栄養目標量 実施給与栄養量（平均） 

エネルギー（kcal） 1400～1500 1350～1450 

たんぱく質（ｇ） 50～1500 55 

総脂質  （ｇ） 30～40 35 

食塩相当量（ｇ） 9 以下 7 以下 

※ 朝食 粥対応（希望者のみ） 

※ 週 3 回 乳製品おやつ（ヤクルト、ヤクルト 400、ジョア、ミルミル） 

※ 天然だし使用（さば、いわし、かつお、むろ、そうだ、こんぶ） 
 

栄養ケア・マネジメントリスク分類報告 

 低リスク 中リスク 高リスク 

 55 名 73% 18 名 24% 2 名 3% 

 基準値 該当数 基準値 該当数 基準値 該当数 

BMI 18.5～29.9 52 名 18.5 未満 23 名 － － 

1 ヶ月あたりの 

体重減少率 
3%未満 74 名 3～5%未満 1 名 5%以上 0 名 

血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値 3.6ｇ/dl 以上 － 3.0～3.5ｇ/dl － 3.0ｇ/dl － 

食事摂取量 76～100% 73 名 75%以下 － － － 

栄養補給法 経口 70 名 経腸栄養 5 名 － － 

褥瘡 － － － － － 2 名 

平成 29 年 3 月 31 日現在 在籍 77 名 入院 2 名 在室 75 名 

（平成 28 年度は血清アルブミンの検査せず。複数該当有） 

個人対応について 

①食事形態 主食 ご飯、粥、粥ゼリー 

      副食 常菜、刻み菜（一口大）、刻みみじん切菜（カット後形成） 

         みじん切菜（細かくしてとろみ剤を加えて固めた形態） 

         ミキサー菜（ペースト・ムース状で滑らか、粒の無い形態とろみ剤入り） 

②嗜好（主食、生卵、納豆、生もの、肉、うなぎ等） 

③アレルギー対応（該当なし） 

④主食量（中盛、普通盛、小盛、小-小盛、小-小-小盛） 

⑤おにぎり 

⑥服薬による代替え（納豆等） 

⑦主菜の量（普通量、ハーフ量、小皿量） 
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⑧特別食（療養食加算者） 

糖尿病食対応 7 名、腎臓病食対応 5 名、心臓病食（腎臓病に準ずる）対応 5 名 

 

平成 28 年度行事食（特別養護老人ホーム） 

食事委員は、行事委員と協力し、お花見、納涼祭、アルナ祭り喫茶、クリスマス喫茶の企画・運営を

した。また季節行事として、スイカ割り、餅つきを企画・運営した。 

月 行 事 献 立 備 考 

4 月 

お花見 お花見弁当  

 五目ちらし寿司、桜まんじゅう、茶椀蒸し、ジュース  

誕生会・供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

5 月 

端午の節句 たけのこご飯、ごま和え、あさりの味噌汁、マンゴー 緋鯉練切、菖蒲 

昼食会 アルナ製にぎり寿司(とろ、まぐろ、ホタテ、甘海老 おやつ選択 

 玉子、ガリ)、太巻き、稲荷寿司、かき玉汁、スイカ、 洋菓子 2 種 

 マンゴー、CC レモン 紅茶 

お刺身デイ 刺身盛合わせ(まぐろ、ホタテ、甘海老、パセリ  

 オオバツマ)  

誕生会・供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

6 月 

誕生会 うな重、小鉢、汁物、フルーツ  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

運動会 おにぎり弁当 あんぱん 

7 月 

七夕・誕生会 五目ちらし寿司、小鉢、汁物、フルーツ  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

納涼会 特選ふっくらうな重、焼きナス、赤出汁、ぶどう  

8 月 

迎え火 スタミナそうめん、ババロア  

送り火・供養の日 お赤飯、精進揚げ、天つゆ、酢の物、赤出汁  

誕生会 特選ふっくらうな重、甘酢、味噌汁、メロン スイカ割り 

9 月 

敬老会 特選ふっくらうな重、ぬか漬け、赤出汁、巨峰 模擬店 

彼岸の入り おはぎ（あんこ、きなこ）、漬物、清汁  

敬老週間 松茸ご飯、栗ご飯、ひつまぶし、きのこご飯  

誕生会・供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、汁物、フルーツ  

10 月 
誕生会 ゆかりご飯、お刺身盛合わせ、小鉢、汁物、フルーツ  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

11 月 

アルナ祭 特選ふっくらうな重、甘酢、赤出汁、りんごのワイン煮  

アルナ喫茶 洋菓子 3 種：モンブラン(みつばち)、陶器プリン(みつばち)  

 ロールケーキ、飲料 2 種：コーヒー、紅茶  

誕生会 ゆかりご飯、お刺身盛合わせ、小鉢、汁物、フルーツ  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

12 月 

昼食会 アルナ製にぎり寿司(赤味、ホタテ、茹海老、鯛、サーモン ケーキ 

 厚焼き玉子)、太巻き、清汁、メロン、あんぽ柿 紅茶 

冬至・ｸﾘｽﾏｽ喫茶 南瓜の煮付、洋菓子 2 種選択、紅茶 ゆず湯 

誕生会・供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

クリスマスイブ パエリア、小鉢、オニオンスープ、クリスマスゼリー シャンパン 

クリスマス ピザトースト、ポトフ、コーヒー、クリスマスプリン  

年越し 年越しそば、天ぷら、バナナ  
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月 行 事 献 立 備 考 

1 月 

元旦 お赤飯、かき玉汁 甘酒 

 おせち(伊達巻、海老、お多福豆、干支かまぼこ、  

 紅白なます)  

 煮しめ(南瓜、ごぼう、人参、菜の花、昆布煮)、杏仁豆腐  

お正月 宝船海鮮ちらし寿司、清汁、みかん 干支饅頭 

 特選ふっくらうな重、紅白なます、そうめん汁、 ロールケーキ 

 コンポート  

新春の集い 彩五目ちらし寿司(茹海老、いくら、錦糸卵、刻みのり ゼリー 

 桜でんぶ、絹さや)、甘酢生姜、清汁、いちご、キウイ  

鏡開き お汁粉  

誕生会・供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

2 月 

立春 ふきのとう味噌  

節分 太巻寿司、五目姫稲荷、あおさのり汁、マンゴー いわし 

 甘納豆  

もちつき・誕生会 おもち(あんこ、きなこ、からみ、おかか和え)、清汁  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

3 月 

ひな祭・誕生会 お雛様生ちらし寿司、蛤汁、ババロア 桜餅 

彼岸入り ぼたもち(あんこ、きなこ)、白菜漬け、清汁  

お中日 小豆ご飯、鰤の照り焼き、炒め物、味噌汁  

彼岸明け お汁粉  

供養の日 お赤飯、季節の天ぷら、小鉢、赤出汁、フルーツ  

※ 産地直送沼津のとろまぐろ提供 

※ 手作りのゆずジャム提供 

※ 魚・肉・野菜・和洋菓子等の生鮮食品は地域業者から購入、柿生野菜生産直売会等好評 

※ 毎週金曜の朝食は生玉子（産み立て玉子）を提供（6 月から 9 月は中止） 

※ 日曜の朝食時は豆乳、月曜は牛乳、週 5 日飲むヨーグルトを提供 

※ 手作りヨーグルトは、週 2 回 2 リットルを 6 本作成 

※ 余暇活動としてクッキングを実施 
 

（２）衛生面の管理に努めた。 

①衛生面の強化 

イ）手指消毒・うがいの励行に努めた。外部から菌を持ち込まない。調理関係業者に対する衛生

指導の強化に努めた。 

・食材・保存食を１４日分冷凍保存した。 

・調理員の検便を月に１回実施した。（０－１５７を含む） 

ロ）調理室、休憩室のカビの発生を防止し、清潔を保った。 

・害虫駆除を年に 1 回実施した。（業者） 

・グリストラップの清掃を年に 1 回実施した。（業者） 

②食中毒発生時の対応 

イ）調理室緊急連絡網を作成（勤務連絡網と同じ） 

ロ）食中毒発生の時緊急マニュアルを必要に応じて改正することとした。 

（３）災害発生時の手順を決める準備を行った。 

①非常食・水の確保 

イ）25年サバイバルの非常食、粥、アルファ米等を 100人 3食 3日分用意した。 

ロ）水は 1人 1日 2000mlを１本、100人 3日分用意した。 

ハ）職員・ボランティア分として主食・水を 50人 3食 3日分用意した。 
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②災害発生時の対応 

イ）実施訓練にはいたらなかった。次年度以降、防災委員会として取り組むこととした。 

ロ）非常災害食のマニュアルを必要に応じて改正することとした。 

（４）職員（職員家族）の栄養相談を行った。 

 

Ⅳ．経営・管理運営  
１．業務運営方針 

利用者に質の高い良い援助を行うには、職員のチームワーク、人間関係を良好に保つこと、労務管理

及び安全衛生管理を更に充実させ、職員の配置を適正に確保し、働きやすい明るい職場づくりをし、各

分野の職務に安心して専念出来るようにした。 

 

２．園の組織機構 

 

 

３．会議・委員会活動 

会議・委員会組織図 

 

（１）連絡調整会議 

重要な議題について集中して審議することが出来た。 

絡調整会議構成委員 

①園長     ②事務長    ③相談員     ④介護長     ⑤医務室 

⑥管理栄養士  ⑦地域包括主任 ⑧居宅介護主任  ⑨通所介護主任 ⑦事務室主任 

⑧特別委員会(現企画広報室) 

（２）経営事務会議 

週の初めに、その週の重要な行事等について、対応を協議・確認をおこなった。 

  

用務員・送迎員

事務部門 事務主任 事務職員
管理栄養士 調理員

介護職員

理事長 園長 入所部門 介護支援専門員

夜間警備員

事務長
局長

生活相談員
特別委員会 介護長 介護主任 ブロック長

地域包括支援センター主任 包括職員

（現：企画広報室） 医務職員

デイサービス主任 デイ職員
在宅部門

居宅介護支援センター主任 居宅職員

広報委員会
人材育成（研修・接遇）委員会
行事委員会
防災管理委員会

衛生委員会
経営事務会議 事務連絡会議 地域貢献・ボランティア委員会
連絡調整会議 苦情等対応委員会
拡大特養会議 褥瘡対策委員会
拡大デイ会議 感染症対策防止委員会

事故発生予防対策委員会

厚生共済委員会衛生

評議員会

法人
理 事 会 施設長会

理 事 長 園 長 事 務 長
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（３）拡大特養会議・拡大デイ会議・事務会議・ドライバーズ会議 

・拡大特養会議 

従来の特養会議に関係部署も参加して、随時開催した。 

・デイ会議 

利用者への対応等を職員間で統一を図る為、または問題解決の為に開催した。 

・事務会議 

毎月開催することは出来なかったが、方針や運営に関わる要所で開催し情報の共有に努めた。 

・ドライバーズ会議 

利用者の安全、運転手の注意喚起の為に随時開催した。 

（４）ワーカー会議・調理会議・医務会議等 

・ワーカー会議 

3月に研修報告会という位置づけでワーカー全体が集まる機会をもうけ、現在の業務課題である、

看取り、チーム力アップ研修会を行った。 

主任会議として、毎月 1回を基本に定期的に開催し、各種テーマに沿い問題点を整理し対応策を

話し合うことが出来た。また、不定期であるが、園長の参加を得て、園の方針と介護現場とのズ

レがないよう、現場の声を聞いて頂く機会を作る事が出来た。 

・調理会議 

定期的に開催し、他の部所へ提案を行う等職種間の調整に資することが出来た。 

・医務室会議 

毎月一回開催することが出来た。医務室の話し合いから更に意見を求めていく時は、月一回ある

調整会議で意見を求めていくことが出来た。 

（５）ケアプランサービス担当者会議・ケース会議・ミニカンファレンス 

各専門職種が集合してのケース会議の定期的開催は人員不足により難しい状況となっている。

そのため、6月よりブロック長を各フロア 2名ずつ配置し、ミニカンファレンス、フロアミーティ

ングを行い利用者サービスが継続して行えるよう努めた。 
 

４．資金計画 

（１）通常の経費は、介護報酬及び利用料（介護保険負担割合証と負担限度額認定証に基づく）等の収

入でまかなう。 

（２）収支・支出予算書（別紙） 
 

５．車輌維持管理・安全 

（１）保有台数は、現在送迎用特殊車 4台、乗用車 6台（軽自動車 5台）の計 10台となっている。車

輌の使用耐用年数を長く持続させる為、整備・点検・ワックス掛け等充分留意し管理した。 

（２）日常安全運転を心掛け、人身事故・物損事故等が発生しないよう、日常における心身の安定化を

図り、始業・終業点検を励行し万全なる体制で運転業務を遂行した。 

（３）始業時アイドリングする場合には、隣家から遠ざかり玄関前中央広場にてこれを行うことによ

り、近隣家庭に排気汚染・騒音等を出さないようにした。 
 

６．防災計画 

毎月第三週を防災訓練の日と定め、曜日等を変えて実施した。 
 

月例訓練 

実施日 実施時間 
実施内容 

訓練の種類 想定出火 避難場所 

28 年 4 月 21 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階洗濯室 各階食堂 

 5 月 13 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階調理室 各階食堂 

 6 月 22 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階ボイラー室 各階食堂 

 8 月 29 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階洗濯室 各階食堂 

 9 月 28 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階ボイラー室 各階食堂 

29 年 1 月 18 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階洗濯室 各階食堂 

 2 月 22 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階ボイラー室 各階食堂 

 3 月 17 日 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 避難訓練 1 階洗濯室 各階食堂 
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夜間訓練 

今年度は、初めて夜間を想定した防災訓練を日中に消防署員の立ち会い指導のもと実施した。限ら

れた人数での避難には時間がかかり、職員間の連携が課題となった。次年度以降検討を重ねることと

した。 

・火災発生の発見と職員への周知、消防署への連絡や応答の訓練 

・避難訓練 

・初期消火訓練（消火器による模擬訓練、屋内消火栓を使用した放水訓練） 

・救助訓練（2階の要救助者を階段で 1階へ救助） 

実施日 実施時間 
想定内容 

時間 出火場所 職員 避難場所 

28 年 10 月 14 日 14 時 15 分 ～ 15 時 00 分 22 時 00 分 1 階調理室 
夜勤介護職員 

夜間管理人 
各階ﾃﾗｽ 

 

７．生活環境の整備 

当園は大変生活環境に恵まれているが、園庭の草花が１年中絶えることなく花を咲かせ、入所者や

利用者の目を楽しませている。また、建物内に於いても、華道クラブのボランティアの先生のおかげ

も有り、常に四季の花々を飾って頂く事が出来た。 

 

８．職員研修 

介護保険下における、他異業種施設との競争が激しくなってくる社会情勢になってきたので、介護

老人福祉施設従事者としての自覚と資質の向上を目指して研修を行い、利用者の支援・援助の充実に

努めた。 

（１）内部研修 

園内研修が昨年度より積極的に実施出来た。17 回実施。テーマは、リハビリ、接遇、嚥下、水

分補給、虐待防止、看取り、夜間緊急時対応、感染症、吸引、アンガ―マネージメント等。様々な

テーマでの園内研修を実施した。園外研修については多数参加した。時期によっては、人手不足と

いうことで参加に消極的なところが見られたが、必要な研修については万難を拝して参加するよ

うにした。 

（２）外部研修 

市老人福祉施設事業協会、高齢者福祉総合センター、県社協や関東ブロック全国老施協等で主催

する研修会に極力出席した。 

（３）職員教育 

職員が利用者から信頼され、より良いケアが出来るようにする為、随時園長による面接教育の実

施をした。 

（４）新人教育 

福祉施設従事者としての自覚と資質の向上を目指し、保全を第一として業務を行う上での知識・

技術を身に付けることを目的として一定期間の研修を行う。また、採用時点において、社会人とし

ての心構え、服務についての諸規則及び一般的心得を習得させ、立派な職業人としてのあり方を付

与した。 
 

９．情報発信（公開）及び人材確保の推進 

（１）アルナ便りを、平成 28年 6月、10月、平成 29年 2月に、校正編集発行を広報委員で担当し園

の許可を得てから発行した。内容は、各種職員及びボランティア、家族その他への取材及び投稿

に基づく構成を計画した。具体的には、社会貢献活動（川崎食支援交流会、会議室貸出等）、特

養入所者に関する記事や特養で開催される月々の行事、デイサービス利用者向けの行事・記事、

地域包括支援センター関係の記事を掲載した。特養で開催される行事を中心に活動をしているボ

ランティアの方々の様子を紹介、ボランティア募集を掲載することで、ボランティアの意識の高

揚と参加人員の拡大の一助とするとともに、地域社会に対する介護老人福祉施設として柿生アル

ナ園の一層のＰＲを図ることに努めた。今年度の発行部数は 330部。利用者家族向けの内部用と

近隣及び関係施設へ配布する外部用と 2種類を作成し、利用者のプライバシーに配慮しながら必

要に応じて刷新、今年度は新たに近隣（薬局）へ設置を依頼し、発行部数を伸ばすことが出来

た。また、「アルナ祭」では、特養の年中行事を掲示物にまとめ館内に掲示し、活動内容を来園

者に向けて情報発信した。  



17 

（２）アルナ園のＨＰ（ホームページ http://www.arunaen.jp）を毎月更新し、内容の充実に努め

た。全国社会福祉法人経営者協議会のＨＰ、神奈川県福祉協議会の福祉人材センターＨＰ等各種

メディアを有効活用し、アルナ園の取組（現況報告書及び、BSPL等）の積極的な「視える化」の

推進に努めた。アルナ園ＦＢ（フェースブック：ソーシャルネットワークサービス）について

は、パーソナルコンピュータのセキュリティを重視した結果、充実させるにいたらなかった。 

（３）特別委員会（現企画広報室）と広報委員会、事務室と連携し、人材確保の推進を行った。アルナ

園ＨＰ（ホームページ http://www.arunaen.jp）に採用情報を掲載、その他のメディアを有効活用

してアルナ園の魅力をより求職者のもとに伝わりやすくする為最大限の努力を重ねた。 

従来の求人媒体（ハローワーク・市社協ＨＰ）に限定化されていた状況から、多様化する求職者

に対応する為、ネット媒体やフリーペーパー・新聞折り込み広告・地域情報紙等を幅広く活用する

ことで必要人材への訴求効果を得られた。今後は、スマートフォンを中心としたネット求人活動に

も注力していくこととした。 

人材確保を事務室主導方式から配属予定部門長の面接同席・面接評価システムの標準化を図る

ことで、採用基準を明確にした。 

事業所の地域広報活動を行い、求職者への直接訴求だけではなく地域住民への周知を図ること

で、潜在的求職者の掘り起しを図った。 

 

 

Ⅴ．地域貢献・社会貢献活動  

１．青少年更生活動支援 

横浜家庭裁判所による短期補導委託（特別養護老人ホーム社会奉仕活動）を受託するとともに、横浜

保護観察所の社会貢献活動に協力し、青少年の更生活動に寄与した。 

 

２．会議室開放事業 

会議室を有益な社会資源として地域社会に開放した。自治会等や地域の方々に活用して頂いた。 

 

３．柿生駅前町内会・近隣町会との協力体制 

地域防災訓練を、柿生駅前前町内会、麻生消防署と麻生区役所との協働のもと、園のふれあい広場で

開催し地域の防災意識の高揚及び、訓練に協力した。数種類の車椅子を使った救護訓練を当園が担当

し、非常時の対応を理解して頂いた。 

 

４．養成校等との連携 

聖マリアンナ医学生が実習生として新しく加わり、年間 104名の実習生を受け入れた。 

医療系、看護系の実習生の増加に伴い、新しいプログラムとして、認知症ケアの理解を深めて頂けるよう

なディスカッションを取り入れた講義を、実習期間内に行った。次年度も引き続き来園される実習生にそっ

た実習プログラムを考えていくこととした。 
 

実習報告 

 
 

５．ボランティアとの連携・協調 

一昨年度は月平均 22 名のボランティアの方々が活動されましたが、今年度は月平均 36 名もの方々が活

動して頂きました。特に年間行事では新しいボランティアの方々を積極的に呼びかけ、一昨年とまた違った、

より楽しい行事になった。 
 

  

学　校　名

教員介護体験18大学 74 名 平成28年8月9日 ～ 平成29年2月11日

聖マリアンナ医科大学 18 名 平成28年9月15日 ～ 平成29年1月19日

川崎市消防局 2 名 平成28年10月6日 ～ 平成28年10月7日

聖マリアンナ看護専門学校 4 名 平成28年10月31日 ～ 平成28年11月17日

聖路加看護大学 6 名 平成29年2月6日 ～ 平成29年2月9日

合計 104 名

人　数

－

期　間
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平成 28 年度ボランティア受入数 

 
 

６．小・中学校生徒、及び保育園との交流 

体験学習の一環としてデイサービスを中心に、小中学生を受け入れ介護老人施設に対する理解を促進し

た。柿生保育園については、例年通り年間計画に基づいて、園児達に来て頂き、あるいはこちらから行事等

に出向き、例年通り実施する事が出来て良かった。 

 

７．会食会、地域介護教室等の開催 

平成 28 年 05 月 15 日 川崎食支援交流会市民公開講座開催…高津市民館ホール 

平成 28 年 10 月 25 日 栄養啓蒙活動（包括支援センターと連携）…憩の家 

平成 29 年 01 月 25 日 あさお食支援チーム発表会（在宅医師と連携）…麻生区役所 

平成 29 年 03 月 31 日 食事説明とアルナヨーグルト試食…デイサービス運営推進会議 

 

■ショートステイ（短期入所生活介護） 
Ⅰ．事業目標と重点目標  

利用者、介護支援専門員との連携を保ち、緊急利用申し出の方にも速やかに対応し、地域のニーズに

応えたサービスを提供した。今年度、特養での感染症の発生もなく、利用受け入れ中止等の事態もなかっ

たことから大幅な利用減少月もなかったが、全体的に利用希望者数が減少傾向にある。理由は他のサービス

利用や、死亡・施設入所等。個々のニーズに応じた送迎やケアの工夫等で、新たな利用希望者の更なる獲得

を図り、新規利用者の利用定着に繋げたい。申込者の利用理由としては、介護者の休養、家族旅行、特養入

所に向けて体験利用等だった。 

（１）ショートステイの利用の計画化  

在宅介護に問題を抱えている方や介護者の休養の必要の高い方、また利用者の希望に応じて介

護支援専門員と連携を図り、計画的利用を努めた。 

（２）ショートステイ利用の効率化  

施設入所者が入院加療中の空きベッドを有効に活用することを考え、両者の承諾の下で介護支

援専門員へ情報提供し、希望者の利用に繋げた。 

 

（３）ショートステイ利用期間の介護サービスの質向上  

担当介護支援専門員のケアプランに基づき作成していた、短期入所生活介護計画書の様式を変

更した。また利用者や家族から利用中のケアに対する要望をうかがい、ケアプランに反映すること

で介護サービスの質の向上に努めた。在宅介護生活を十分把握し、在宅に近い環境で介護サービス

を行った。退所時に利用状況票を作成し、利用者に提供した。 

月 

 項目

洗 濯 ボ ラ 2 2 2 2 0 2 2 2 2 2 2 2 22

傾 聴 0 6 7 7 6 7 5 2 6 7 6 5 64

車 椅 子 清 掃 0 11 2 0 0 0 2 10 2 2 2 3 34

ク ラ ブ 活 動 13 13 14 12 3 0 10 12 9 7 14 9 116

オ カ リ ナ 演 奏 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

行 事 2 4 0 36 9 0 0 0 20 0 0 0 71

紙 芝 居 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 11

歌 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

ｾ ﾗ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾃ ｯ ｸ・ ｹｱ 0 0 0 0 4 5 5 3 5 4 4 5 35

民 謡 0 0 0 0 9 0 0 0 0 9 0 0 18

学 生 ボ ラ 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 20

合計 21 40 29 81 35 18 28 33 48 35 31 28 427

月平均 － － － － － － － － － － － － 35.58

合計10月 11月 12月 1月 2月 3月9月4月 5月 6月 7月 8月
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（４）ショートステイ利用者の拡大  

医療的ニーズの高い在宅介護の用者に対しても、関係機関との連携を図り、受け入れる方向を整

えた。また、新規利用希望者もサービス利用にスムースに繋げるよう努力した。 

（５）ショートステイ空床利用の効率化  

ショートステイと特養の一体化を促進し、稼働率をより高めご利用者のニーズに応じるよう努力し

た。緊急利用希望者に、空床利用を提供出来た。また入所希望者の体験利用希望に応じ、空床利用を提

供した。 

 
 

 

（2 つの月にまたがって利用した人は、実績報告上それぞれの月でカウントしている） 

 

介護認定レベル表 

 

  

延利用日数

男　性 女　性 計 計

4月 5 7 12 75 125.0  ％

5月 4 7 11 103 166.0  ％

6月 4 7 11 89 158.0  ％

7月 4 5 9 95 153.0  ％

8月 4 4 8 71 114.0  ％

9月 4 3 7 51 85.0  ％

10月 5 7 12 60 96.0  ％

11月 4 9 13 53 88.0  ％

12月 3 9 12 55 88.0  ％

1月 4 9 13 66 106.4  ％

2月 4 5 9 72 128.5  ％

3月 5 7 12 66 101.6  ％

合　計 50 79 129 856 116.8  ％

前年度計 44 86 131 915 125.0  ％

ベッド利用率
利　用　人　数

介護度

月

4月 2 名 2 名 4 名 0 名 4 名 3.16

5月 0 名 2 名 3 名 0 名 6 名 3.90

6月 0 名 2 名 5 名 0 名 4 名 3.54

7月 0 名 2 名 4 名 0 名 3 名 3.44

8月 1 名 2 名 3 名 0 名 2 名 3.00

9月 0 名 3 名 3 名 0 名 1 名 2.85

10月 4 名 3 名 5 名 0 名 0 名 2.08

11月 3 名 3 名 4 名 1 名 2 名 2.69

12月 2 名 4 名 3 名 1 名 2 名 2.75

1月 3 名 3 名 4 名 2 名 1 名 2.61

2月 2 名 3 名 2 名 2 名 0 名 2.44

3月 3 名 4 名 3 名 2 名 0 名 2.33

要介護 要介護 要介護 要介護 要介護1 2 3 4 5
介護度
平均
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■デイサービスセンター（通所介護） 
Ⅰ．事業目標と重点目標  

（１）新規利用者を獲得するとともに、適切なサービスを目指す 

①居宅、包括と連携し利用者を拡充して行った。 

②他事業所に働き掛け新しい利用者獲得に繋げるよう努めた。 

③ケアマネージャーや家族、利用者を招き運営推進会議を開催。意見交換を実施し「アルナ園デイ

サービス」魅力や特長を紹介するとともに情報収集を行った。 

④担当者会議に積極的に参加し、ケアマネージャーとの信頼関係の構築に努めた。 

⑤見学者・一日体験者の受け入れを実施した。 

⑥振替利用・臨時利用の受け入れを実施した。 

⑦利用者の特性や介護度・認知度に適した介護サービスを提供出来るように努めた。 

⑧認知症の理解を深める為、園内研修を実施した。 
 

平成 28 年度 月別デイサービス利用者数等一覧（複数利用者計上） 

 
 

 

実施月 

 項目

実利用者(延登録)

延利用者数

延入浴者数(一般)

延入浴者数(機械)

延送迎者数(往復)

延送迎者数(片道)

延送迎者数(自送)

営業日数日数

1日平均利用者数

介護度平均

実施月 

 項目

実利用者(延登録)

延利用者数

延入浴者数(一般)

延入浴者数(機械)

延送迎者数(往復)

延送迎者数(片道)

延送迎者数(自送)

営業日数日数

1日平均利用者数

介護度平均

299

13.7

1.69

1140

3756

2264

340

3742

18

1

259

16.2

1.66

2327

272

4063

31

2

8

0

27

14.0

1.7

101

372

204

26

364

14.0 13.0 12.0 13.0

1.7 1.7 1.7 1.7

0 1 0 0

25 25 25 24

354 327 297 315

3 3 1 2

189 173 149 164

28 23 22 25

101 100 99 102

357 330 298 317

1.7 1.6 1.6 1.6 1.7

13.0 14.0 14.0 14.0 13.0

26 25 27 26 26

0 0 1 0 0

349 381 361 338

3 2 0 2 3

199 215 222 178

20 19 23 19 28

1192

4096

91

310

191

20

310

0

0

21

15.0

1.6

92

338

230

19

11月 12月 1月

6月5月4月

333

4

0

22

15.0

1.6

99

337

213

334

合計 前年度計

9月8月7月

2月 3月

10月

98 102 104 103

351 382 363 341



21 

 

欠席理由（平成 29 年 3 月実績） 

1回のショートステイ利用期間が長期化している。ひと月のうち、10日～2週間入所され、それが毎

月繰り返された。家族や利用者にとって必要なサービスであると捉えている。 

 

 

平成 28 年度 利用抹消理由等 

 
 
1 日体験利用者・新規利用者数（各年度 3 月実績） 

 
 
平成 29 年 3 月現在 曜日別利用者数・介護度別表（複数利用者計上） 

介護認定が厳しくなり、実際の状態より介護度が低く認定される傾向にある。しかし、現在介護度 3

以上が 17.0％。昨年度は 13.3％。要介護度 3・4の利用者は、増加傾向にある。現在、認知症 3a以上

が 19.1％（平成 28年 4月～平成 29年 2月までは、2割を超えていた）。介護度認知度ともに、加算要

件を満たすようになり次第、積極的に取得する。 

 

 

欠席理由 備　考

ショートステイ利用による休み 24 名 アルナ園や他施設のショートステイ

体調不良による休み 12 名 高齢のため致し方ない理由

自己都合による休み 8 名 自己都合による休みは増加傾向にある

受診による休み 7 名 －

入院 10 名 －

長期休み(1ヶ月以上) 20 名 骨折による長期入院等

合計 81 名 －

欠席人数(延人数)

抹消理由 備　考

入院・入所等による利用抹消 7 名 当園他施設入所等

自己都合による利用抹消 5 名
介護の重症化による小規模多機能や認知症専門
デイや自宅介護へ移行等

死亡による抹消 1 名 病の悪化や心不全等による死亡

引越しによる抹消 1 名 娘や息子との同居・高齢者住宅への引越し等

合計 14 名 －

営業停止 0 回 －

人数

1日体験利用者 18 名 26 名

新規利用者 18 名 17 名

複数利用者数の増加 33 名 23 名

平成28年度利用者数 平成27年度利用者数

介護度

曜日

月曜日 2 名 35 名 6 名 2 名 2 名 0 名

火曜日 3 名 7 名 4 名 2 名 2 名 0 名

水曜日 3 名 7 名 6 名 2 名 2 名 0 名

木曜日 5 名 6 名 2 名 32 名 1 名 1 名

金曜日 3 名 7 名 5 名 1 名 3 名 0 名

土曜日 2 名 2 名 3 名 1 名 1 名 0 名

合　計 18 名 64 名 26 名 40 名 11 名 1 名

割　合 11.2 ％ 40.0 ％ 16.2 ％ 25.0 ％ 6.8 ％ 0.6 ％

要支援
1・2

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5
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（２）介護保険の改定に伴うサービスの変革に合った新サービスの提供に努めた。 

①昨年度昼食代（おやつ含む）の見直しを行った。今年度は据え置きとした。 

②上記①に伴う行事・行事食の見直しを行った。 

③3B体操・音楽リハビリの実費徴収を実施した（参加者より一律１００円徴収） 

④アンケートの実施(満足度調査等) 

⑤地域密着型デイサービス移行に伴い、運営推進会議を 9月と 3月に実施した。 

⑥職員不足により、実費での外出機会を検討するにいたらなかった。 

 次年度以降、安全に実施出来るよう検討を重ねることとした。 

（３）職員の意識改革と統一したサービス提供を目指した。 

①デイ会議・個別対応確認ミーティングを実施した。 

②認知症実務者研修資格（加算に繋がる研修）を利用したサービス提供に努めた。 

③地域密着型デイサービスへの移行を念頭に積極的情報収集に努め、スムースに移行することが

出来た。 

（４）予防介護者の利用について検討を進めた。 

①土曜日営業の開始・実施内容の差別化 

（脳トレ・ボールやセラバンドを利用した体操・工作等に特化したデイサービスの提供） 

②予防介護者がどのようなサービスを望むかアンケートを実施した。 

③介護報酬改定説明会等へ積極的に参加し情報収集を行った。 

（５）地域密着型デイサービスへの移行及び土曜日営業の実施 

①地域密着型デイサービスへの移行及び総合事業の準備を行ない本年度から実施した。 

②土曜日営業の実施の準備体制を 4月、5月に整備し、6月より実施した。 

（６）認知を含む重度者の受け入れ取り組みを実施した。 

①園内研修の実施 

 

Ⅱ．事業内容  

（１）営業日 月曜日～土曜日 営業時間 9時半～16時半の 7時間 

（２）サービス提供内容 

①送迎 

イ）運転手・寮母の 2人での送迎を実施した。 

ロ）各自宅までの送迎を、安全で円滑なルートで実施した。 

ハ）体調や状況に合わせた送迎を実施した。 

ニ）台風・雪の場合は、マニュアルに沿い実施した。 

ホ）事故・問題発生時のマニュアルの見直し改訂した。 

へ）車椅子での階段昇降サポートを実施した。 

②健康管理 

イ）連絡帳や送迎時の家族からの伝言から、利用者の健康状態を把握に努めた。 

ロ）毎朝、体温・血圧・脈拍を測定し、利用者の健康状態の観察・把握に努めた。 

ハ）月 1回の体重測定を実施した。 

ニ）異常や急変があった場合、必要に応じ心肺蘇生や救急対応を実施した。 

ホ）また、家族やケアマネージャーと連絡をとり、迅速かつ最善の対応に努めた。 

へ）インフルエンザ・ノロウイルス等の感染症予防の為、適切な対策・対応を行った。 

ト）感染症予防研修に参加し、最新の情報を把握するとともに、適切な対応の確認を行った。 

チ）食事前の口腔体操・食後の歯磨き・月 2回の口腔ケアを実施し、口腔機能の維持向上を目指す

とともに、感染症予防に努めた。 

リ）本人・家族からの健康相談に随時応じた。 

ヌ）体調がすぐれない利用者等に、必要に応じてベッドの提供を実施した。 

ル）希望者への 30分程のお昼寝時間の提供を実施した。 

③食事 

イ）昼食代 860円（平成 27年 4月～） 

ロ）年 2回（敬老会・クリスマス会）の行事食の実施(月～金の 5日間) 

ハ）毎月２回の「お楽しみ昼食会」を実施した。 

ニ）おやつ作りを実施した。 

ホ）喫茶の実施した(月～金の 5日間) 
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へ）管理栄養士による高齢者や病気に応じたメニューの提供を行った。 

ト）温かい物は暖かく、冷たい物は冷たく、そして四季を取り入れたメニューの提供を行った。 

チ）嗜好や食事形態に合わせた対応を実施した。 

リ）食事の状況を観察し、嚥下の確認・誤嚥防止、摂取量等から健康状態を把握に努めた。 

ヌ）管理栄養士と相談しながら適切な食事が提供出来るように努めた。 
 

平成 28 年度 デイサービスおやつ（月～土） 

月 メニュー 

4 月 桜饅頭・シュークリーム・和風モンブラン・ココアロール 

5 月 手作り草もち・緋鯉練切・抹茶カステラ・パイン・マンゴーケーキ・ミルクドーナツ 

6 月 シュークリーム・紅茶シフォンケーキ・チーズクレープ・カステラ 

7 月 ワッフル・マンゴープリン・水饅頭・羊羹ロール 

8 月 オレンジケーキ・ハーゲンダッツアイス・ねりきり・サブレ・焼きチーズケーキ 

9 月 鶴亀ねりきり・いちご・チーズケーキ・メロンクリームワッフル・コーヒーゼリー 

10 月 きなこおはぎ・カルシウムせんべい・ミニあんぱん・ケーキ 

11 月 和風モンブラン・いちごケーキ・うさぎ饅頭・生クリームワッフル 

12 月 サンタまんじゅう・ばななカステラ・クリスマスケーキ・クレープ 

1 月 干支まんじゅう・チョコケーキ・鯛焼き 

2 月 ロールケーキ・お多福饅頭・ハートブラウン・グレープゼリー 

3 月 チョコタルト・桜もち・あずき饅頭・プリンアラモード・カルシウムあられ 

※ 毎月誕生会の第 3 週は 5 日間、ケーキとドリップコーヒー・紅茶でお誕生者をお祝いした。 

 

平成 28 度デイサービス お楽しみ昼食会・行事食 

月 日 行 事 献 立 おやつ 

4 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

お花見弁当 

季節の天ぷら・御赤飯等 

お花見饅頭・抹茶玄米茶 

アルナヨーグルト 

5 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

お刺身午前 

季節の天ぷら・御赤飯等 

菖蒲湯・草団子作り 

こいのぼりねりきり 

6 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

ひつまぶし 

季節の天ぷら・御赤飯等 
 

7 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

五目ちらし寿司 

季節の天ぷら・御赤飯等 
天の川ゼリー 

8 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

うな重 

季節の天ぷら・御赤飯等 
くず桜（大平屋） 

9 月 12 日～ 

9 月 16 日 

敬老会 

月･火･水･木･金 

敬老祝膳 

(松茸ご飯・栗ごはん・ひつまぶし等) 

ねりきり（鶴の枚） 

梅昆布茶 

10 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

ちらし寿司 

季節の天ぷら・御赤飯等 
あんぱん 

12 月 5 日～ 

12 月 9 日 

クリスマス会 

月･火･水･木･金 

生ちらし寿司・天丼 

うな重等 

コーヒー・紅茶(ﾚﾓﾝ･ﾐﾙｸ） 

ケーキ・シャンメリー 

1 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

新春祝い御膳 

季節の天ぷら・御赤飯等 

初釜：干支饅頭 

昆布茶 

2 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

太巻き・稲荷寿司 

季節の天ぷら・御赤飯等 

おたふく饅頭 

梅昆布茶 

3 月 
お楽しみ昼食会 

2 回／月 

太巻き,稲荷寿司 

季節の天ぷら・御赤飯等 
桜もち作り 

※ この他に 5/31 と 10/1 はお刺身の盛り合わせ 

※ 春・秋の彼岸は三色おはぎ 

※ ヨーグルトはアルナ製ヨーグルトをおやつとともに毎回提供 

※ お楽しみ昼食会のうち 1 回は、「供養の日」 
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④レクリエーション 

年間行事計画を立て、季節に合ったサービスの提供に努めた。月毎にレクリエーション計画を

立て、季節に合わせたレクリエーションを提供するとともに、心身機能の維持・向上に繋がるプ

ログラムの提供に努めた。 

イ）クラブ活動の実施 

絵手紙・○特絵手紙・書道・俳句・折紙・茶道・詩吟・大人の塗り絵の実施。 

ロ）3B体操 

先生や職員実施の下、「楽しみ」としてだけでなく、音楽に合わせた体操で心身の機能維持や

向上を目指し、機能訓練の一環として実施した。 

ハ）音楽リハビリ 

セラピストによる音楽療法の提供を、事業協会の助成を受けて実施。カンファレンスを行い、

音楽療法の成果や利用者の状況把握を実施し次回の活動に繋げていくよう努めた。 

ニ）イベントの実施 

・行事のイベントとして、また日々のレクリエーションの中の「楽しみ」として実施した。 

⑤入浴 

イ）一般浴・中間浴(機械)を用意。利用者の個々の状態・希望に応じた入浴サービスを安全に提

供した。 

ロ）清潔保持に努め、全身状態の確認を実施した。 

ハ）月に 1週間、入浴剤や季節に合う「ゆず湯」等を提供し、楽しく快適な入浴に努めた。 

ニ）入浴の際は、プライバシーに配慮するとともに安全に入浴して頂けるように努めた。 

⑥介護・介助 

イ）デイサービス利用時に必要に応じ、トイレ・歩行等の介助、おむつ交換等の介護を提供し

た。その際は、安全やプライバシーに配慮したサービスを努めた。 

⑦機能訓練 

イ）3B体操・音楽リハビリ・レクリエーションを通して機能訓練サービスを提供した。 

ロ）希望者に対してトイレ誘導時やレクリエーション活動時に歩行訓練等を提供した。 

⑧その他 

イ）他事業所・他部署との連携に努めた。 

ロ）デイ会議・ドライバーズ会議・レクリエーション会議・行事会議・音楽リハビリカンファレ

ンスを実施し、利用者の状況や活動の様子を把握に努め、心身の維持・向上に繋がるプログ

ラムと統一したサービスの提供を行なえるよう努めた。 

ハ）見学者・一日体験者の受け入れを実施し、利用者の拡充に努めた。 

 

Ⅲ．社会貢献・地域貢献活動  

１．ボランティアとの連携・協調 

地域貢献事業の一環として、「開かれた園」を目指し、ボランティアを計画的かつ積極的に受け

入れた。絵手紙・○特絵手紙・書道・俳句・折紙・茶道・詩吟・大人の塗り絵の実施。必要に応

じ、専門の先生にボランティアで指導を仰いだ。利用者の話し相手や入浴後の髪を乾かす等の日常

ボランティアの受け入れを行った。イベントのボランティアの受け入れを行ない、レクリエーショ

ンを充実させた。また、社会交流の提供と施設理解の機会を設けた。 

 

２．養成校等との連携 

介護職や看護職等を目指す学生を積極的に受け入れ、福祉施設の理解に繋げ介護職等を目指す学生

の育成に努めた。 

 

３．施設活動の提供 

デイサービス及び地域包括支援センターの活動の延長として、園の施設(3 階)と資源(3B 体操)を地

域住民に提供し、地域との交流を深めた。 

 

４．小・中学校生徒、及び保育園との交流 

中学生（菅生中・柿中・麻生中等）職業体験の受け入れ、施設理解を深めた。老人福祉施設に関す

る教育の場を提供した。柿生保育園との交流を特別養護老人ホームとともに積極的に行った。 
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■居宅介護支援事業所（居宅介護支援事業） 
Ⅰ．基本方針 

柿生アルナ園居宅介護支援事業所は、介護保険における指定居宅介護支援事業者として、介護支援

専門員を配置し、次に掲げる運営方針に基づいて適正な居宅介護支援事業を提供する。 

（１）利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来

るように支援を行った。 

（２）利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき適切な保健医療

サービス並びに福祉サービスが多様な事業者との連携により、総合的かつ効果的に提供されるよ

うに配慮した。 

（３）利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場にたち、提供されるサービスが特定の種類、

特定の事業者に不当に偏することのないよう公正中立に行うよう努めた。 

 

Ⅱ．事業内容 
4月から専属の介護支援専門員が 3名から 2名となった。前任の介護支援専門員から引継ぎや新規

受託を含めた結果、一人あたりの月平均ケアマネジメント件数は、39.9件となった。内訳は、要介護

35.3件、要支援 4.6件。但し、要支援の場合は 2人分のケアマネジメント業務を 1件と換算する為、

実際は要支援者 9.3人のケアマネジメント業務を行なっている。介護支援専門員一人あたり 40件未

満の上限規定内で、最大限ケアマネジメント業務を実施した。 

そのため、今年度は要介護認定調査の実施に時間を費やすことが出来なかった。今後、認定調査の

実施やケアマネジメント業務の新規受託には、介護支援専門員の増員が必要となる。 

（１）相談受付 

（２）訪問、契約の締結、アセスメントの実施 

（３）介護給付サービス計画（ケアプラン）・委託による予防給付サービス計画の作成 

（４）関係機関との連携調整を図り各種会議の開催 

（５）月１回の訪問とモニタリングの実施 

（６）居宅サービスの給付管理、予防実績の各包括への報告 

（７）要介護認定更新及び区分変更手続きの代行申請 

（８）保険者の委託に基づく要介護認定調査の実施 
 

平成 28 年度介護度別 ケアマネジメント業務実施状況 

  

介護度
性別

月
男 女 計 男 女 計 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

4月 3 6 9 4 8 12 7 14 4 20 24 11 16 27 5 3 8 1 4 5 2 4 6 23 47

5月 3 6 9 4 8 12 7 14 5 20 25 12 16 28 5 4 9 1 4 5 1 4 5 24 48

6月 3 7 10 4 7 11 7 14 8 21 29 12 16 28 5 4 9 1 3 4 1 4 5 27 48

7月 3 7 10 4 7 11 7 14 8 21 29 13 15 28 3 5 8 1 3 4 1 3 4 26 47

8月 3 6 9 5 6 11 8 12 7 21 28 12 15 27 4 4 8 1 3 4 0 3 3 24 46

9月 3 6 9 4 7 11 7 13 7 20 27 11 16 27 4 4 8 0 3 3 0 3 3 22 46

10月 2 6 8 3 6 9 5 12 8 21 29 12 15 27 4 4 8 0 3 3 0 3 3 24 46

11月 3 6 9 3 5 8 6 11 8 21 29 10 15 25 6 4 10 0 3 3 0 3 3 24 46

12月 3 6 9 2 7 9 5 13 9 22 31 9 14 23 7 4 11 0 4 4 0 3 3 25 47

1月 3 6 9 1 5 6 4 11 9 21 30 10 13 23 7 4 11 0 4 4 0 3 3 26 45

2月 3 6 9 1 6 7 4 12 8 21 29 8 15 23 7 3 10 0 4 4 0 3 3 23 46

3月 3 6 9 1 7 8 4 13 10 21 31 7 13 20 7 3 10 0 4 4 0 3 3 24 44

計 35 74 109 36 79 115 71 153 91 250 341 127 179 306 64 46 110 5 42 47 5 39 44 292 556

月平均 2.9 6.2 9.1 3.0 6.6 9.6 5.9 12.8 7.6 20.8 28.4 10.6 14.9 25.5 5.3 3.8 9.2 0.4 3.5 3.9 0.4 3.3 3.7 24.3 46.3

要介護 5要介護 １ 要介護 2 要介護 3 要介護 4

75

73

70

72

要介護 合計

件数
(人数)

72

71

70

70

70

68

35.3

848

70.6

69

68

21 10.5

21 10.5

21 10.5

18 9.0

15 7.5

20 10.0

20 10.0

17 8.5

要支援 １ 要支援 2 要支援 合計

人数 件数

10.5

介護支援専門員一人あたりの人数・件数 9.3 介護支援専門員一人あたりの件数

18.6 9.3

4.6

21

16 8.0

17 8.5

224 112

17 8.5
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■地域包括支援センター（地域支援事業） 
Ⅰ．基本方針 
平成 27 年度の介護報酬改定から、2025 年（平成 37 年）に向けて、高齢者が出来る限り住み慣れた

地域で尊厳を持って自分らしく生活を送ることが出来るように医療・介護・予防・住まい・生活支援が

包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を実現して行くよう求められています。 

介護予防支援に係る新総合事業の導入は、地域の実情に応じた取り組みが求められ、地域での多様

な主体を活用して高齢者を支え、かつ元気な高齢者が支え手に回るような活動が求められています。 

引き続き地域包括支援センターは、地域と一体となって介護予防に取り組みを行い、元気で長生き

出来る地域づくりに努めた。 

 

Ⅱ．事業内容 
（１）総合相談・支援事業 

地域包括支援センターは、65歳以上の方の総合相談窓口で、5500人に一か所設置されています。 

当包括支援センターは、平成 28年度 5831人となった。 

平成 28年度相談件数：826件（うち新規相談が 137件） 

年齢構成は 80～84歳層が一番多く、他の年齢層も昨年度に比べほぼ増加している。 

（２）権利擁護事業 

・高齢者虐待への対応 

・消費者被害（悪徳商法）の防止 

・お金・財産の管理、契約の不安についての相談 

（３）介護予防ケアマネジメント事業 

・介護予防ケアマネジメント 

・健康維持のアドバイス（健康教室・介護予防教室の開催等） 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

地域との連携を図りながら介護予防教室、ボランティアの発掘を行った。 

 

Ⅲ．事業目標 
法改正に伴う様々な改正点に留意し、適切な対応を行った。 

 

Ⅳ．担当地域 
上麻生・上麻生５丁目～７丁目 

下麻生１丁目 

王禅寺西５丁目～８丁目 

白山 
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平成 28年度 情報収集・実態把握名簿 ≪現在の名簿から見た地域状況≫ 

 

●【1】名簿に掲載している人数

1065

●【2】名簿掲載者の男女構成

385

675

1060

●【3】名簿掲載者の年齢構成

人数 割合

26 2.60%

45 4.50%

111 11.00%

190 18.90%

263 26.10%

248 24.60%

99 9.80%

21 2.10%

4 0.40%

1007 100.00%

156

825

●【4－①】名簿掲載者の介護認定状況

現在 初回 増減

161 293 (-132)

71 150 (-79)

7 4 (+3)

35 65 (-30)

0 0 0

163 137 (+26)

132 92 (+40)

0 0 0

191 69 (+122)

88 17 (+71)

38 13 (+25)

40 15 (+25)

18 6 (+12)

944 861 (+83)

　　～64歳

未申請

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

　　100歳～

合　計

前期高齢者

名簿掲載者数

男　性

女　性

合　計

後期高齢者

非該当

特定高齢者

事業対象者

要支援１

要支援２

要介護５

申請中

合　計

経過的要介護

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

男 性

385
36%女 性

675
64%

【2】男女構成

26

45

111

190

263

248

99

21

4

0 50 100 150 200 250 300

【3－①】年齢構成

平成２７年度

８４８

～64歳

3%

65～69歳

4%

70～74歳

11%

75～79歳

19%80～84歳

26%

85～89歳

25%

90～94歳

10%

95～

99歳

2%

100歳～

0%

【3－②】年齢構成

161

71

7

35

0

163

132

0

191

88

3840

18

293

150

4

65

0

137

92

0

69

171315
6

0

50

100

150

200

250

300

350

未申請申請中非該当特定高

齢者

事業対

象者

要支援

１

要支援

２

経過的

要介護

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５

【4－①】介護認定状況
現在

初回

平成２７年度

男：２９８

女：５４９

合計：８４７

平成２７年度

１２４

６６８

～64歳

70～74歳

80～84歳

90～94歳

100歳～

平成２７年度

７０～７４歳： ８２

７５～７９歳：１７２

８０～８４歳：２２９

８５～８９歳：１７９

９０～９４歳： ７３
※各年齢ともほぼ増加
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●【4－②】名簿掲載者の介護認定状況の変化

未申請 申請中 非該当 特定高齢者 事業対象者 要支援１ 要支援２
経過的要

介護
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

未申請 97 17 2   51 24  55 22 5 6 1

申請中 13 37 1   20 23  28 14 6 5 3

非該当 1  2    1       

特定高齢者  3  33  9 3  4 2  1  

事業対象者              

要支援１ 4 1    60 25  23 12 4 5  

要支援２ 4     10 36  18 10 5 4 3

経過的要介護              

要介護１ 4  1   3 4  44 4 1 4 1

要介護２         4 7 4 1  

要介護３       4   2 6 1  

要介護４ 1 1     1  1 1  9 1

要介護５             6

改善 31

維持 201

悪化 146

●【5】名簿掲載者の把握経路 ※本人・家族からの相談が約半数

件数 割合

99 9.50%

512 48.90%

46 4.40%

30 2.90%

44 4.20%

80 7.60%

119 11.40%

0 -

9 0.90%

107 10.20%

1046 100.00%

●【6】名簿掲載者の地域分布

人数 総人口 65歳以上人口 高齢化率

289 5,624 2,135 38.00%

358 8,899 1,681 18.90%

286 5,110 1,306 25.60%

115 2,075 709 34.20%

2 - - -

1048 21,708 5,831 26.90%

王禅寺西

【初回】

↓

【現在】

　

※去年に比べ悪化した数が少なくなっている。介護の充実が図られた結果と思われる。

合　計

地名

白山

上麻生

５．行政保健師から

８．老人クラブから

１．基本健康診査から

３．かかりつけ医から

６．５以外の行政から

９．地域住民活動から

下麻生

【他地域】

合　計

１０．その他

２．本人・家族から

７．ケアマネから

４．民生委員から

１．基本健康診査

から

10%

２．本人・家族から

49%

３．かかりつけ医から

4%

４．民生委員から

3%

５．行政保健師から

4%

６．５以外の行政から

8%

７．ケアマネから

11%

８．老人クラブから

0%

９．地域住民活動

から

1%

１０．その他

10%
【5】把握経路

289

358

286

115

0 50 100 150 200 250 300 350 400

白山

上麻生

王禅寺西

下麻生

【6】町別把握分布

平成２７年度

２９

１９８

３３２

平成２７年度

かかりつけ医：１４

ケアマネ：５４

※かかりつけ医、ケアマネ

からの相談が増加。
関係機関との連携が図

られてきた。
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◆地域内訳

人数 総人口 65歳以上人口 高齢化率

王禅寺西5丁目 918 274 29.80%

王禅寺西6丁目 1,285 385 30.00%

王禅寺西7丁目 1,687 398 23.60%

王禅寺西8丁目 1,220 249 20.40%

下麻生１丁目 2,075 709 34.20% 平成２７年度

127 23 18.10% 17.30%

上麻生5丁目 3,774 673 17.80% 19.70%

上麻生6丁目 2,125 424 20.00% 19.80%

上麻生7丁目 2,873 561 19.50% 18.40%

965 461 47.80% 45.60%

528 138 26.10% 22.80%

310 76 24.50% 22.70%

1,823 662 36.30% 33.30%

1,998 798 39.90% 37.00%

21,708 5,831 26.90% 26.40%

●【7－①】名簿掲載者の日常生活自立度

分類 現在 初回 増減 分類 現在 初回 増減

自立 186 166 (+20) 自立 397 283 (+114)

J 1 187 81 (+106) Ⅰ 172 64 (+108)

J 2 125 63 (+62) Ⅱa 61 24 (+37)

A 1 94 43 (+51) Ⅱb 29 7 (+22)

A 2 56 25 (+31) Ⅲa 18 5 (+13)

B 1 13 3 (+10) Ⅲb 5 0 (+5)

B 2 15 3 (+12) Ⅳ 5 2 (+3)

C 1 4 4 0 M 0 0 0

C 2 4 1 (+3) 合　計 687 385 (+302)

合　計 684 389 (+295)

●【7－②】日常生活自立度の変化

自立 J 1 J 2 A 1 A 2 B 1 B 2 C 1 C 2

自立 135 2        

J 1 17 65 3 2 2   1  

J 2 3 6 45 5 1 2    

A 1 4 2 1 33      

A 2 2 1 3 1 19  1   

B 1 2 2 2  1     

B 2   1 1   2   改善 49

C 1        1  維持 301

C 2         1 悪化 19

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M

自立 238        

Ⅰ 22 54 3  1    

Ⅱa 9 5 17      

Ⅱb 3 2 1 7     

Ⅲa 1    3    

Ⅲb   1      改善 44

Ⅳ       1  維持 320

M         悪化 4

【現在】

地名

◇障害高齢者◇

◆障害高齢者◆

【初回】
↓

【現在】

白山1丁目

白山2丁目

白山3丁目

白山4丁目

白山5丁目

◇認知症高齢者◇

上麻生

◆認知症高齢者◆

【初回】
↓

平成２７年度と比較した高齢化率

上麻生地区は、新しいマンションが増え

若い世帯が増加したため減少。

白山地区は空き室が増え、若い世帯が

少なくなり、高齢化率は増加傾向となっ

ている。

平成２７年度

４６

２４７

１５

平成２７年度

４２

２６８

３
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267

405

47

273

992 　

●【9】名簿掲載者の状況①

現在 初回 増減

36 11 (+25)

118 38 (+80)

634 276 (+358)

583 449 (+134)

1371 774 (+597)

●【11】名簿掲載者の状況②

◇医療処置

あり なし どちらとも 合計

45 105 5 155

◇介護者

病弱/なし 健康 どちらとも 合計

193 285 99 577

◇主治医

なし あり どちらとも 合計

5 645 2 652

◇近隣・地域の援助

なし あり どちらとも 合計

138 57 89 284

●【12】介護保険サービス利用状況

564

91

10

251

212

●【13】公的サービス利用状況

初回

利用している者 39

●【14】非公的サービス利用状況

現在 初回 増減

利用している者 11 4 (+7)

ひとり暮らし

高齢者世帯

●【8】名簿掲載者の世帯状況　

日中独居

その他

合　計

分類（分類基準）

寝たきり（障害：Ｂ１～Ｃ２）

認知症（認知症：Ⅱa～Ｍ）

虚弱（障害：Ｊ～Ａ、認知症：Ⅰ）

その他（障害、認知症、自立）

合　計

総合事業

予防給付

介護給付

利用者合計

特定高齢者施策

ひとり暮らし

27%

高齢者世帯

41%

日中独居

5%

その他

27%

【8】世帯状況

36

118

634

583

11

38

276

449

0 100 200 300 400 500 600 700

寝たきり

認知症

虚弱

その他

【9】本人の状況

現在

初回

あり

29%

なし

68%

どちらとも

3%

【11】医療措置

病弱/なし

34%

健康

49%

どちらとも

17%

【11】介護者

なし

1%

あり

99%

どちらとも

0%

【11】主治医

なし

49%

あり

20%

どちらとも

31%

【11】近隣・地域の援助

平成２７年度

１２０５ ６２７(＋５７８)

平成２７年度

合計：５００

平成２７年度

合計：２３４

平成２７年度

特定： ９８

予防：２４７

介護：２１１

※平成２７年度は

総合事業なし

平成２７年度

合計：３３

平成２７年度

219

319

32

216

合計：786    ※全て増加。
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地域包括支援センター業務実績報告書 ① 

 

 

２．個別ケースへの対応・支援実績
●【1】相談受付分類 ◆【１】対応方法（複数回答有）

地域包括支援センターが相談を受けた件数　計 826 地域包括支援センターが対応した件数　計 3146

新規ケース(初回相談日） 137 来所(包括支援Ｃ内） 153
継続ケース 639 ＴＥＬ 1661
再相談ケース(再相談日） 50 訪問　 1167
不明 0 ＦＡＸ・メール等 165

1

●【２】相談受付方法（複数回答有）

来所(包括支援Ｃ内） 60 ◆【２】相談についての連絡調整先(複数回答有）

606 1506
163 家族・親族 857

ＦＡＸ・メール等 22 10

851 0

28

●【３】相談者（複数回答有） 3
316 899
234 834

4 123
町会・自治会 0 高齢・障害課（高齢担当） 224

16 地域保健福祉課 47

介護支援専門員（ケアマネジャー） 165 保護課 61

80 高齢・障害課（障害者支援係） 20
48 その他 13

高齢・障害課（高齢担当） 38 0
地域保健福祉課 7 24
保護課 8 7
高齢・障害課（障害者支援係） 5 0

その他 3 市社協在宅サービス課 0

9 56

3 4712

15

951 ◆【３】対応・支援内容(個別ケースへの対応・支援)(複数回答有)

安否・状況確認・情報収集 2488
●【４】相談内容（複数回答有） 生活相談・助言 1166

介護給付 224 申請代行・諸手続き支援 176
予防給付 360 サービスや社会資源に関する情報提供 855
介護予防事業(地域支援事業） 55 支援対象者等に関する連絡調整・情報共有等 1838

27 147

インフォーマルサービス 20 6670

施設等入所 30

介護方法等 18 ◆【４】担当者会議

45 コアメンバー会議・ネットワークミーティング 11

93 開催 1

判断能力を欠く常況（成年後見） 1 参加 6
消費者被害 0 開催 94

虐待 11 参加 122

0 234

0
19

243 実態把握名簿登録者数(a)＋(b) ※手入力してください

1146 当月新規登録者数(a)　　 1776

継続登録者数(b)　　　　　
【参考】当月削除者数　　 24

44

＊年報に「３．実態把握名簿」の登録者数と継続登録者数
は計算されません。

障害者制度

苦情

その他

計

本人

家族・親族
民生委員

その他地域住民

サービス事業所

その他

計

（内訳）

上記のうち緊急対応支援した件数

本人

民生委員

介護保険
サービス

市単サービス

医療・健康

安否関連

権利擁護
(疑い含

む）

生活保護

医療機関

区

他地域包括支援センター（市外含む）

あんしんセンター等権利擁護機関

その他地域住民
ボランティア団体等

町会・自治会

介護支援専門員（ケアマネジャー）

サービス事業所
医療機関

（内訳）

１．個別ケース相談受付実績

ＴＥＬ

訪問

計

市長寿社会部
他地域包括支援センター(市外含む）
あんしんセンター等権利擁護機関

消費者行政センター

その他

継続的にかかわっていない実態把握名簿掲載者の

モニタリング件数

(内訳）

３．実態把握名簿　

計

その他

計

その他カン
ファレンス

サービス担
当者会議

計

区
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地域包括支援センター業務実績報告書 ② 

 

４．その他ケース対応関係実績 ８．地域活動支援・機関連携ネットワーク関係実績
◆【１】支援計画書　　　※手入力してください ■【１】対象機関(主催団体・機関）属性

予防給付支援計画書作成・確認　　　　　　　計 103 地域包括支援センターが関わった団体・機関の件数　計 472

15 民児協 0
0 町会・自治会 53

26 老人会・老人クラブ 0
20 地区社協 0
0 すこやか活動関連 0

42 その他ボランティア団体 0

二次予防事業・開始　　　　　　　　　　　　　　計 147 家族会 3

支援計画書作成無し 8 自主活動団体 4
支援計画書作成有り 139 団地・マンション管理組合等 0

商店会等商業関係 0

◆【２】市単サービス　　　※手入力してください ＪＡ・郵便局等金融関係 0

市単サービス手続き件数　　　　　　　　　　計 9 その他 135

2 小計 195
2 いこいの家 24
5 老人福祉センター 0

小規模多機能型施設・グループホーム 0
学校等教育関係 0
その他 131

●包括的・継続的ケアマネジメント支援内容（複数回答有） 小計 155

ケアマネジャーへケース対応・支援した件数計 63 居宅介護支援事業所・介護支援専門員連絡会等 1
ケース対応支援(同行訪問） 16 介護サービス事業所・介護サービス連絡会等 0
ケース対応支援（同行訪問以外） 36 区地域保健福祉課 0
ケアプラン作成支援 9 警察・消防 0

2 医療機関 0
サービス担当者会議開催支援 1 その他 121

12 小計 122

■【２】包括が活動・支援を行った対象機関の活動の場の内訳

0

●相談受付・対応時間帯（複数回答有） 3

地域包括支援センターが相談を受けた件数計 847 47
795 91

営業時間外（営業日の早朝・夜間） 13 25
営業時間外（休業日） 39 0

地域包括支援センターが対応した件数　　　計 2753 4
2645 14

営業時間外（営業日の早朝・夜間） 26 0

営業時間外（休業日） 82 0

1
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217

氏名 職種 保有資格 勤務形態
下地直子 看護師 看護師・介護支援専門員 常勤 ■【３】包括の活動・支援内容内訳(複数回答有）
菊地裕子 社会福祉士 社会福祉士、精神保健福祉士 常勤 参加・見学(顔合わせ） 17
吉田学 主任介護支援専門員 主任介護支援専門員・介護福祉士 常勤 地域包括支援センターについての周知・広報 17
小林依里子 社会福祉士 社会福祉士 常勤 介護保険制度についての説明等 1
大橋佐栄子 地域支援強化要員 社会福祉士 非常勤 権利擁護関連についての周知・広報 0
德重　雅代 事務 社会福祉士 非常勤 認知症について普及啓発 8

　　　 介護予防等のミニ講話・説明等 45

　　　 相談・意見交換会 39
事例検討会への協力・支援 0

研修会等への協力・支援 7

委員・メンバーとして協力・支援 0
その他情報提供 42
場所の提供 4

116

296

■【４】新規ネットワーク構築に向けてのアプローチ

0

その他

その他

計

計

趣味の会

健康教室

その他体操教室等

お祭り等地域のイベント

いこい元気広場

二次予防教室

専門機関
団体

地域

７．職員配置状況（３月末時点）  　 計

会食会

ミニデイ
公園体操

サロン

５．包括的・継続的ケアマネジメント支援事業実績

(内訳）

その他　

６．夜間・休日対応実績　（個別ケース相談対応）

（内訳）

（内訳）

他機関連携支援

営業時間内

営業時間内

継続
初回

紹介

継続

(内訳）

新規

定例会・会議・研修会等

予防給付
(直営）

予防給付
(委託）

初回
紹介

変更

廃止

施設等
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Ⅴ．社会貢献・地域貢献活動 

会議主催協力、介護講座の実施援助、介護予防普及啓発、広報活動、健康相談、健康体操等の活動を実施。 

毎週水曜日 美山台公園体操…美山台公園 

毎月第１月曜日 柿生コロバネーゼ…柿生分庁舎 

毎月第 2 月曜日 歌・コグニサイズ…柿生分庁舎 

毎月第 3 月曜日 ステップワン柿生（運推）…柿生分庁舎 

毎月第 4 月曜日 太極拳…柿生分庁舎 

毎月第 1 金曜日 ３Ｂ体操…アルナ園ディサービスホール 

毎月第 2 木曜日 アカシア自治会体操…白山アカシア街区 

毎月第 2・4 週土曜日 いきいきコロバネーゼ…ニチイホーム王禅寺 

毎月第 4 月曜日 おしゃべりサロンぽぽろ…上麻生 岩本様宅 

毎月第 4 木曜日 オレンジほっとカフェ…麻生台団地集会所 

毎月第 1 水曜日 コーポ体操…上麻生コーポラティブマンション談話室 

毎月第 2 土曜日 さつき茶話会…白山さつき第二集会所 

毎月第 2 土曜日 さつきちょっと支援隊…白山さつき第一集会場 

毎月第 2 日曜日 太極拳…アルナ園ディサービスホール 

毎月第 3 火曜日 白山コロバネーゼ…白山いこいの家 

偶数月 第 4 火曜日 白山遊々会…白山いこいの家 

毎月第 4 水曜日 白山おしゃべり会…白山いこいの家 

毎月第 3 木曜日 クレアガーデン麻生台体操…上麻生 クレアバーデンマンション集会所 
 

H28 年 06 月 30 日（木） ご近所ネットワーク会議（防災について）…柿生分庁舎 

H28 年 07 月 01 日（金） 課題総括研修…麻生区役所 

H28 年 08 月 06 日（土） チャレンジボランティア・認サポ（社協主催）…２１ビル 研修室 

H28 年 09 月 17 日（土） けやき 敬老の集い…白山けやき街区 

H28 年 09 月 19 日（月） 麻生台団地 敬老の集い…下麻生 

H28 年 10 月 16 日（日） けやき祭り…白山けやき街区 

H28 年 10 月 17 日（月） お助け見守り隊立ち上げの話し合い…麻生台団地 

H28 年 10 月 22 日（土） 真福寺五町会 避難訓練…真福寺小学校 

H28 年 10 月 23 日（日） 麻生台団地祭り…下麻生 

H28 年 10 月 28 日（金） 認知症サポーター講座（市民向け）…柿生分庁舎 

H28 年 10 月 30 日（日） ポプラ祭り…白山ポプラ街区 

H28 年 11 月 13 日（日） あさお福祉祭り…麻生区役所 

H28 年 11 月 18 日（金） ＣＭとの勉強会（アローチャート de 介護予防プラン）…柿生分庁舎 

H29 年 01 月 27 日（金） ＣＭとの勉強会（予防プラン＆アローチャート講座）…中原区 

H29 年 02 月 14 日（火） あんしん見守りネットワーク…麻生区役所 

H29 年 02 月 16 日（木） ご近所ネットワーク会議（防災について）…柿生分庁舎 

H29 年 03 月 05 日（日） 柿生駅前町内会 包括について…柿生町会集会場 

H29 年 03 月 16 日（木） 認知症サポーター講座…柿生分庁舎 
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■事務室・企画広報室 
Ⅰ．基本方針  
理事長・園長のもと相談員、特養介護職、居宅介護支援職員、地域包括支援センター職員としっかり

と連携を図り、入所者及び在宅者介護支援サービスの介護ニーズや地域のニーズに応えたきめの細か

いサービスが提供出来るよう後方支援を実施した。また、入所者が快適な生活が送れるよう居室環境

の整備と職員が充実した労働に携えるよう職場環境の整備に努めた。更に、仕事の基本(整理・整頓・清

掃・清潔・躾 )を日々の業務の中で励行し、PDCL（計画・実行・評価・改善）サイクルを通じて事業の安定

的発展に努めた。 

 

Ⅱ．業務内容  
１．総務関連業務 

（１）情報管理の徹底 

情報管理規定、マイナンバー取扱い規定、ストレスチェック実施規定に基づき、情報の取扱い方

法について職員へ計画的に周知徹底を行うとともに、機密管理を徹底した。同時に、個人情報保護

法に配慮した円滑な制度運用を努めた。 

（２）防災体制・避難訓練計画の確立 

防災避難体制を再点検し、入所者の安全確保を第一優先として全員を無事に避難させる方法を

策定した『夜間避難訓練』のマニュアルを作成し、日中・夜間時間帯の万一の災害等に備えた。具

体的には、園長を団長として、原則全部署が参加する避難訓練（年数回）と特養中心に限定的に実

施する通常避難訓練（月例）で防災避難体制を確認してきた。全部署参加の避難訓練に関しては月

次業務スケジュールの中に織り込み定例化を図った。 

（３）理事会・評議員会の対応 

３月下旬～５月下旬にかけて実施される理事会・評議員会に向けて、時限立法に準拠した証憑作

成を行った。特に、『定款細則』を中心とした『定款準則』及び理事長先決事項の一部変更等を実

施し、追加変更したが、『就業規則』、『給与規定』、『経理規定』の一部追加変更、具体的には「マ

イナンバー取扱い規定」、「ストレスチェック実施規定」、「情報管理規定」、「６５歳以上の継続雇用

に関する規定」や現金出納の追加項目については、現在も継続改定を推進している。また、社会福

祉法人制度改革法等の一部を改正する法律案の施行に基づき、次年度から実施される組織ガバナ

ンスの強化（新評議員会等）及び、財務規律の強化（社会福祉充実計画）に計画的に着手し、円滑

なる実施に向け調査・策定を遂行した。 

 

２．人事関連業務 

（１）求人及び人材育成（職員研修） 

かながわ福祉情報コミュニティをはじめ、メールや郵送で園に届く研修情報を各部署に回覧、人

材育成の為の情報提供を行った。研修参加者の申し込み手続き、出張基準に照らしあわせて旅費・

費用を支給の手続き、受講後の研修資料と研修報告を回覧し、情報を共有とスキル向上を図るよう

にした。 

各部署所属職員の名簿リスト作成を行い、階層別に振り分けることで参加する研修や個別育成

方針を提示した。早期退職者の発生に対し、部門長と対策に向けた取組を試行し再発防止に努めた。 

（２）実習生の受け入れ 

栄養士・管理栄養士の実習生指導（実践女子大学・服部栄養専門学校等）、川崎市消防局消防職

員初任者研修生指導、看護学生実習生受入指導（聖マリアンナ看護学生・聖路加大学看護学生等）、

教員免許取得実習生の受入指導、大学生・高校生のインターンシップ（介護職場体験）を積極的に

受入、相互の連携を図りながら相乗効果を高めた。 

（３）ボランティアの方々の積極的受け 

ボランティア受け入れ窓口としての業務を果たし、園内の適材適所で活動して頂いた。また、ボ

ランティア養成講座に参加し、外部のボランティア活動者との交流を通じ、次年度の園内ボランテ

ィア活動へ活かす為の連携を図ることが出来た。 

園外の掲示板、近隣の大学、嘱託医院等にチラシの掲載協力を依頼、アルナ園ホームページや川

崎市ホームページ、ぼらぼら広場の広告掲載、お仕事相談会やあさお福祉まつりでのチラシ配布等

積極的に取り組んだ結果、一昨年度は月平均 22名のボランティア受け入れだったが、今年度は月
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平均 36名のボランティアの方々を受け入れることが出来た。 

（４）利用者・家族とのコミュニケーションを図る 

毎朝の体操や毎週の売店への誘導を通じて、入所者との交流を図ることが出来た。また、面会に

来られる家族に対して感謝と尊敬をもって対応した。 

（５）情報公開 

情報発信（公開）及び人材確保の推進の一環として、アルナ便りを季刊で発行し、アルナ園のホ

ームＨＰ、全国社会福祉法人経営者協議会のＨＰ、神奈川県福祉協議会の福祉人材センターＨＰ等

各種メディアを有効活用し、アルナ園の取組（事業・財務計画〔資金収支計算書、事業計画書、貸

借対照表、現況報告書〕）を外部に情報公開して「見える化」を推進した。 

アルナ園ＦＢ（フェースブック：ソーシャルネットワークサービス）については、パーソナルコ

ンピュータのセキュリティを重視した結果、充実させるにいたらなかった。 

（６）採用活動 

特別委員会（現企画広報室）と事務室により、慢性的な人材不足の対応として様々な方法を駆使

して採用活動を実施した。 

求人募集ポスターを作成し送迎車や門扉に掲示し、地域住民に向けて採用活動を実施した。 

アルナ園ＨＰに採用情報や求人票を掲載し、求職者への情報発信に努めた。また、法人が参加す

る求人イベント（川崎福祉人材バンク主催福祉と保育のお仕事相談会、西部技術校主催合同説明会

等）情報を掲載し、求職者への情報発信及び来場者の増加に努めた。 

近隣高校への求人票の掲載により新たな新卒者獲得に向けた採用活動を試行した。 

積極的な就職説明会への参加を実施することで、多くの施設見学者の受入実績を計上した。資格

取得養成講座主催先と協働し、採用市場外からの求職者の獲得に向けた活動を試行した。 

 

３．経理関連業務 

（１）根幹事業の推進 

国保請求業務を正確かつ迅速に処理する為のバックアップ体制（作業マニュアルの整備・複 

数体制）を確立し介護保険報酬の安定収入の維持に努めた。 

また、各福祉サービスの規定人員配置及び加算要件を充たした勤務体制、資格保有者の把握に努め

た。それにより、算定可能な加算に迅速に判断することができ、平成 28年 9月から短期入所生活

介護事業所にて、サービス提供体制加算の申請を行い受理された。 

（２）在庫の管理 

管理倉庫の整理清掃を実施し、備品、消耗品の計画的発注及び経費節減を実現に向けて努力した。 

（３）経理の透明性 

アルナ園ＨＰにて、現況報告書、決算書類（貸借対照表・資金収支計算書・事業活動計算書、財

産目録）等を情報公開し、経理の透明性を保つよう努めた。 

（４）各種助成金・補助金等の申請業務 

①「職場定着助成金」受給に伴い、人材育成分野をはじめとした適切な助成金・補助金の申請業務

を実施した。「キャリア形成促進助成金」や「中小企業両立支援助成金」の受給を目標に申請業

務の外部委託についても検討し、受給対象助成金受給の最大化を図った。 

②特養中間浴槽を助成金利用し購入実施。 

（５）地域貢献活動の推進 

・地域防災訓練を、柿生駅前前町内会、麻生消防署と麻生区役所との協働のもと、園のふれあい広

場で開催し地域の防災意識の高揚及び、訓練に協力した。 

・園庭における正月のどんど焼きを共催実施し、地域住民の交流を促進した。 

・赤い羽根募金箱、熊本地震募金箱を受付に設置。職員や来園者への協力を呼びかけた。 

・妙福寺へのテントの貸出や柿生中学校への車椅子貸出、柿生地域納涼際への提灯、テント、太鼓

等の貸し出しを行い、積極的に地域と連携した。 

・麻生区地域安全協会に協力し、「麻生区地域安全パトロール中」のステッカーを送迎車に掲載、

運転手は協会から配布されたベストと帽子を着用し、地域の治安維持に貢献した。 

（６）新営予算編成 

新規営繕費（用）予算を編成し、建物の改築・修繕や物品購入費用を優先順位に従い、予め見積

もり、計画して予算化して予算執行を実行し、下記の項目を予算化して次のような実績結果となった。  

①正面玄関の自動ドアを押しボタン式に変更した。職員や来園者が操作を行うことで開閉出来る

ようにし、入所者が一人で外出することによる転倒等の事故防止対策を行った。 
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②新規建屋建築及び屋上面防水工事等の既存施設修繕については、業者選定も含め社会福祉充実

計画の下、継続検討中。 

③ＬＥＤ照明器具への全面移行計画は、建物大規模修繕の検討をふまえて、使用頻度が高く省エネ

効果が多く見込まれる箇所を施行するに留めた。 

④施設備品（事務所内のＰＣ・プリンター）の購入、無線ＬＡＮ化及び市販化パッケージの導入に

ついては、社会福祉充実計画に位置付け、予算として検討していくこととなった。 

⑤全部署責任者（主任以上）の利用を目指した「Ｅメール」整備計画は、最終的に各部署の希望に

沿った整備となった。特養介護職、医務室、相談員に関しては、連絡手段の主流が電話やファク

シミリであることから必要性が低かった為、今後必要に応じて整備を行うこととした。今年度

は、既存Ｅメールの他、居宅支援事業所、デイサービス、栄養士のメールが使用可能となり、情

報収集及びボランティアの方々との連絡、社会貢献活動時の連絡手段として活用した。 

⑥『データベース（共有フォルダ）』の共有化については、一部の部署同士の試験実施後、全体の

運営へと段階的に実施したが、スムースな実用にはいたらなかった。今後、サーバーを用いて各

部署と連携する機会を増やし実用性を高めることとした。 

⑦ストレチャー、中間浴槽、車椅子移送車、中古軽自動車の購入を実施した。ナースコール子機の

購入については社会福祉充実計画に位置付け、次年度中の予算として実施することとなった。 

 

以 上 


